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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調合物を保持している調合室機構であって、注入飲用液を供給するために必要な少なく
とも１個の噴射開口部、前記調合室機構の上端における空気を流出するための上端開口部
及び調合した飲用液を排出するための排出開口部を備える調合室機構、
　前記調合室機構に供給される予定の飲用液を加熱するヒータ、当該ヒータから加熱され
た飲用液を前記少なくとも１個の噴射開口部を介して供給するための機構、前記上端開口
部に接続され、かつ加熱された飲用液が最初に調合室機構内に補充されている段階では、
空気を流出するために開口し、加熱された飲用液が調合室機構内にて所定のレベルに至っ
た段階では、当該調合室機構内における調合作業中に閉鎖することによって、当該加熱さ
れた飲用液を加圧する第１の弁によって構成され、前記噴射開口部が備えている大きさ及
び方向に基づいて、加熱された飲用液の所定値以上の速度による噴出及び調合室機構にお
ける加圧の結果、当該飲用液の攪拌状態及び乱流状態を実現し、かつ調合物との混合状態
を実現している調合飲料供給装置。
【請求項２】
　加熱された飲用液が調合室機構を最初に補充している段階では、第１の弁を開放し、か
つ加熱された飲用液が当該調合室機構内にて所定のレベルに至った段階では、第１の弁を
閉鎖することによって調合作業中の加熱された飲用液に対する加圧を実現する制御機構を
備えていることを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項３】
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　第１の弁が浮上ボール弁機構を備えており、当該ボールが加熱された飲用液が所定のレ
ベルに至った段階では、ボールが加熱された飲用液と共に上方に移動し、かつ上端開口部
を閉鎖することを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項４】
　調合支持機構を採用し、かつ調合室機構が移動しながら当該調合支持機構内に挿入する
ことができることを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項５】
　前記調合支持機構が調合上側支持部及び調合下側支持部を備えており、しかもこれらの
支持部が閉鎖状態にある調合位置と開口位置との間を相対的に移動可能であって、前記調
合下側支持部は、所定の位置に固定されており、前記調合上側支持部は、当該調合下側支
持部において、旋回可能な状態にて載置されていると共に、前記調合室機構は、前記調合
下側支持部内に除去可能な状態にて載置されていることを特徴とする請求項４記載の調合
飲料供給装置。
【請求項６】
　調合上側支持部を調合下側支持部に対し、開放可能な状態にて施錠している施錠機構を
備えたことを特徴とする請求項５記載の調合飲料供給装置。
【請求項７】
　前記施錠機構が、下記の構成要素を備えた請求項６記載の調合飲料供給装置。
　　　　　　　　　　　　記
　調合下側支持部に固着されている抑制ピン、調合上側支持部上に取り付けられている少
なくとも１個の旋回する鉤腕、及び前記少なくとも１個の旋回する鉤腕及び当該鉤腕を前
記抑制ピンからの開放を実現するコイル状バネ。
【請求項８】
　調合室機構が調合支持機構に挿入された際に、当該調合室機構における少なくとも１個
の噴射開口部と整列関係にあるような少なくとも１個の水注入開口部を調合支持機構内に
備えることによって、注入飲用物を当該調合室機構に供給していることを特徴とする請求
項４記載の調合飲料供給装置。
【請求項９】
　調合室機構が底部側区画と頂部側の区画とを備えており、これらの区画が閉鎖状態にあ
る調合の位置と、調合物を移動しかつ挿入するための開放状態にある位置との間を相対的
に移動可能としていることを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項１０】
　頂部側区画がユーザーにおいて、調合物の乱流による攪拌状態及び調合作業の段階にお
ける注入飲用液の状態を目視するために、透明な屋根状部を備えていることを特徴とする
請求項９記載の調合飲料供給装置。
【請求項１１】
　調合支持機構が移動しながら挿入可能である調合室機構を備えており、かつ前記調合支
持機構もまた、前記調合室機構における頂部側の区画の透明な屋根状部を所定のスペース
を伴って被覆している透明な屋根状部を備えていることを特徴とする請求項１０記載の調
合飲料供給装置。
【請求項１２】
　調合作業の段階にて透明な屋根状部が霧が充満した状態又は結露状態となることを防止
する機構を採用していることを特徴とする請求項１１記載の調合飲料供給装置。
【請求項１３】
　霧が充満した状態又は結露状態を防止する機構において、調合作業の段階にて、双方の
透明な屋根状部の内側に空気を吹き付けている霧の充満化防止用ファンを備えたことを特
徴とする請求項１２記載の調合飲料供給装置。
【請求項１４】
　底部側の区画と頂部側の区画とを、相互に回転し合う状態とすることによって、相互に
分離可能な状態にある開放状態の配置と相互に施錠された状態にある閉鎖状態の配置との
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双方を実現していることを特徴とする請求項９記載の調合飲料供給装置。
【請求項１５】
　バヨネット施錠機構を備えることによって、底部側の区画と頂部側の区画とを施錠可能
としていることを特徴とする請求項１４記載の調合飲料供給装置。
【請求項１６】
　前記噴射開口部が前記調合室機構における前記底部側区画の中心線から離れた位置に存
在していることを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項１７】
　前記噴射開口部の各開口部においては、注入飲用液が調合物を動かし、かつ調合室機構
内にて乱流による攪拌状態に至るために、当該注入飲用液に対し十分な速度を提供し得る
大きさであることを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項１８】
　少なくとも１個の噴射開口部は、調合室機構における下側区画部にて少なくとも２個の
噴射開口部を有しており、当該少なくとも２個の噴射開口部は、直交状態にて下側区画部
における案内壁部の内側に配置されていることを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給
装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも２個の噴射開口部は、上側方向であって、かつ相互にやや内向きの角度
状態を呈しており、その結果、前記少なくとも２個の噴射開口部を介して供給された注入
飲用液は、上端開口部の下側の位置にて相互に衝突し合うことを特徴とする請求項１８記
載の調合飲料供給装置。
【請求項２０】
　排出開口部に接続されている第２の弁を操作する制御機構が加熱された飲用液によって
調合室機構が当初補充されている段階では、当該第２の弁を閉鎖させる操作による制御を
行い、加熱された飲用液が調合物に作用することによって調合飲用調合物が形成された段
階では、下記の要因の何れかを基準として、第２の弁を開放させる操作による制御を行う
ことによって、当該調合飲用調合物を排出開口部から排出することを特徴とする請求項１
記載の調合飲料供給装置。
　　　　記
　ａ）調合室内の圧力、
　ｂ）調合時間。
【請求項２１】
　調合時間が下記の何れかによって特定されることを特徴とする請求項２０記載の調合飲
料供給装置。
　　　　　　　　　　　　　記
　注入飲用液が調合物と接触し合った状態にて存続している時間の長さ。
　又は、
　注入飲用液と調合物とが攪拌し合う時間の長さ。
【請求項２２】
　加熱された飲用液をヒータから噴射開口部を介して供給する機構部が、加熱された飲用
液をヒータから前記開口部を介して移送する水ポンプを備えていることを特徴とする請求
項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項２３】
　一巡する調合の最終工程において調合室機構に空気を移送することによって、飲用液の
調合室機構からの強制的な排出に寄与している空気ポンプを備えていることを特徴とする
請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項２４】
　空気ポンプが調合作業の期間中、調合室機構内に空気を移送することによって、攪拌状
態を増強することを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項２５】
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　空気ポンプが調合室機構に冷却空気を移送することによって、当該調合室機構から排出
される調合飲用液を冷却することを特徴とする請求項１記載の調合飲料供給装置。
【請求項２６】
　調合室機構から排出する調合飲用液を分散状態とし、粒子及び液滴の何れかとすること
によって、調合飲用液を冷却する装置を採用していることを特徴とする請求項１記載の調
合飲料供給装置。
【請求項２７】
　調合室機構における調合物を保持する工程であって、注入飲用液を供給するために必要
な少なくとも１個の噴射開口部、前記調合室機構の上端における空気を流出するための上
端開口部、調合飲用液を排出するための排出開口部を備えている調合室機構における調合
物を保持する工程、
　調合室機構内に供給されることを予定している飲用液を加熱する工程、
　加熱された飲用液をヒータから少なくとも１個の噴射開口部を介して供給する工程、
　調合室機構が加熱された飲用液によって最初に補充されている段階では、空気を流出す
るために上端開口部に接続されている第１の弁を開口する工程、
　前記加熱された飲用液が調合室機構内にて予め設定されたレベルに至った段階では、第
１の弁を閉鎖することによって、調合作業中に、調合室機構内の加熱された飲用液に対す
る加圧状態を形成する工程、
によって構成され、かつ前記噴射開口部が備えている大きさ及び方向に基づいて、加熱さ
れた飲用液の所定値以上の速度による噴出及び調合室機構における加圧の結果、当該飲用
液の攪拌状態及び乱流状態を実現し、かつ調合物との混合状態を実現している飲料調合方
法。
【請求項２８】
　調合室機構が底部側区画と頂部側の区画とを備えており、これらの区画が閉鎖状態にあ
る調合の位置と、調合物を移動しかつ挿入するための開放状態にある位置との間を相対的
に移動可能としており、かつ頂部側区画がユーザーにおいて、調合物の乱流による攪拌状
態及び調合作業の段階における注入飲用液の状態を目視するために、透明な屋根状部を備
えていることを特徴とする請求項２７記載の飲料調合方法。
【請求項２９】
　調合支持機構が移動しながら挿入を可能としている調合室機構を更に包摂しており、か
つ前記調合支持機構もまた、前記調合室機構における頂部側の区画の透明な屋根状部を所
定のスペースを伴って被覆している透明な屋根状部を備えており、しかも調合作業の段階
にて透明な屋根状部が霧が充満した状態又は結露状態となることを防止する工程を採用す
ることを特徴とする請求項２８記載の飲料調合方法。
【請求項３０】
　調合作業の段階に透明な屋根状部の霧が充満した状態及び結露状態を防ぐ工程として、
透明な屋根状部の内側に空気を吹き付ける工程を採用することを特徴とする請求項２９記
載の飲料調合方法。
【請求項３１】
　前記噴射開口部が調合を行う前記調合室機構における前記底部側区画における中心線か
ら離れた位置にて、少なくとも２個備えられており、各噴射開口部が、前記乱流による攪
拌状態の下に、注入飲用液が調合物を動かし得るような十分な速度を提供し得る大きさ及
び方向を備えており、かつ加熱された飲用液がヒータから前記噴射開口部を通過すること
によって、前記乱流による攪拌状態に基づいて注入飲用液を形成する工程を採用している
ことを特徴とする請求項２７記載の飲料調合方法。
【請求項３２】
　排出開口部に接続されている第２の弁を操作する制御機構が加熱された飲用液によって
調合室機構が当初補充されている段階では、当該第２の弁を閉鎖させる操作による制御を
行い、加熱された飲用液が調合物に作用することによって調合飲用調合物が形成された段
階では、下記の要因に基づいて、第２の弁を開放させる操作による制御を行うことによっ
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て、当該調合飲用調合物を排出開口部から排出する工程を採用していることを特徴とする
請求項２７記載の飲料調合方法。
　　　　記
　ａ）調合室内の圧力、
　ｂ）調合時間。
【請求項３３】
　調合時間が下記の何れかによって特定されることを特徴とする請求項３２記載の飲料調
合方法。
　　　　　　　　　　　　　記
　注入飲用液が調合物と接触し合った状態にて存続している時間の長さ。
　又は、
　注入飲用液と調合物とが攪拌し合う時間の長さ。
【請求項３４】
　加熱された飲用液をヒータから少なくとも１個の噴射開口部を介して供給する工程が、
当該ヒータから加熱された飲用液を前記噴射開口部を介して、調合室機構に移送する工程
を採用していることを特徴とする請求項２７記載の飲料調合方法。
【請求項３５】
　一巡する調合の最終工程において調合室機構に空気を移送することによって、飲用液の
調合室機構からの強制的な排出に寄与している空気ポンプを備えていることを特徴とする
請求項２７記載の飲料調合方法。
【請求項３６】
　空気ポンプが調合作業の期間中、調合室機構内に空気を移送することによって、攪拌状
態を増強することを特徴とする請求項２７記載の飲料調合方法。
【請求項３７】
　調合室機構に冷却空気を移送することによって、調合室機構から排出される調合飲用液
を冷却することを特徴とする請求項２７記載の飲料調合方法。
【請求項３８】
　調合室機構から排出される調合飲用液を粒子又は液滴の何れかに分解することによって
、調合飲用液の冷却を促進する工程を採用することを特徴とする請求項２７記載の飲料調
合方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２０１４年３月１３日、米国第１４／２０８，５７４号の出願番号にて提出
され、かつ調合飲料供給器具を発明の名称とし、しかも２０１３年１２月２４日、米国第
１４／１４０，１８９号にて提出され、かつ発明の名称を「容器タイプのコーヒー焙煎器
具として使用し得るコップ形状の調合飲料供給器具及び当該容器タイプのコーヒー焙煎器
具」とする特許出願の継続的な継続出願に該当しており、これらの出願の開示事項は、以
下に述べるように、本発明の参考事項を提供している。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、お茶、コーヒー、ココア、ホップ、麦芽及び穀物の調合に使用される調合飲
料供給装置に関連している。
【０００３】
　「ＫＥＵＲＩＧ」という登録商標の下に、コーヒーを調合する供給装置の単体は、極め
て人気のある製品である。
【０００４】
　当該器具は、単一部品である容器又はＫ－ＣＵＰという登録商標の下に販売されている
供給容器又は包装体を使用している。
【０００５】
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　何れの包装体も、コーヒーのような調合飲料を収容し、かつ上側の開放端において気密
状態となっている薄板の蓋を使用している。
【０００６】
　同じような器具は、「ＮＥＳＰＲＥＳＳＯ」の商標の下に販売されている。
【０００７】
　このような包装体が、１個の調合用器具内に配置された場合には、調合用器具は、噴霧
用ノズルの作用によって包装体の薄板に突入し、かつ排出用ノズルによって包装体の底壁
から突出することになる。
【０００８】
　そして、コーヒー粉は包装体内に保持されている。
【０００９】
　加圧された加熱水が噴霧用ノズルを介して供給された場合には、コーヒー粉と混合した
後、排出用ノズルを介して、当該排出用ノズルの下側にて飲用者にて配置されたコーヒー
飲用器具の側に噴出する。
【００１０】
　しかしながら、このような作動の場合には、噴出ノズルによって開設された出口用の穴
は、基本的に噴霧用ノズルによって開設された穴と同程度の大きさであって、加熱水は包
装体中において、所定の部位に浸漬したり貯留する時間を設定することができない。
【００１１】
　換言するならば、加熱水は、コーヒー粉が存在する場所を速やかに流通し、かつ出口と
して開設された穴を通過することにならざるを得ない。
【００１２】
　しかも、加熱水が包装体に流入する際には、当該包装体内において気泡が発生する。
【００１３】
　然るに、加熱水は、薄板の蓋において開口された入口から供給されるため、前記気泡が
脱出する場所がない。
【００１４】
　その結果、気泡が集合している場所は、更に加熱水が包装体内を上昇することによって
、全コーヒー粉と適当に混合することを妨害し、更には余分な圧力の発生によって、加熱
水を噴出用ノズルによって開口された出口から速やかに排出させることになる。
【００１５】
　Ｋ－ＣＵＰの商標の下に売られている包装体は、コーヒーの使用に加えて、お茶を煎じ
るためのお茶の葉、熱いココア飲料を調合するためのココア、果汁飲料を調合するための
果実の原材料を収容している。
【００１６】
　前記ＫＥＵＲＩＧシステムは、商標ＭＹ　Ｋ－ＣＵＰの下に販売された調合物を注入し
、かつ充満することができるフィルター付きの再使用可能な容器又は籠をも備えている。
【００１７】
　前記容器又は籠においては、頂部は常に開口しており、しかも器具の注入用ノズルを挿
入することができ、しかも側部において大気圧を有している内部と連通状態にて接続して
いる空気孔を備えている。
【００１８】
　前記籠の底は、少なくとも１個の排出用の開口部を有しており、しかも頂部側の水の注
入用の開口部よりも大きな面積を有している。
【００１９】
　その結果、更なる開口は不要である。
【００２０】
　このような前記ＫＥＵＲＩＧによる装置を適切に作動させるためには、付属している収
容器具を最初に外さなければならない。
【００２１】
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　しかしながら、前記籠の場合には、噴射開口部よりも出口の開口部の方が大きく、しか
も前記空気通気孔が存在することを原因として、前記籠に流入された加熱水は、速やかに
排出用の開口部を通過し、内部に浸潤したり又は貯留する時間は極めて少ない状況にある
。
【００２２】
　従って、上記システムにおいては、加熱水は必ずしも前記容器又は前記籠という包装体
の素材から風味を充分抽出している訳ではない。
【００２３】
　その原因は、当該加熱水は、包装体を構成する容器内の素材から風味を抽出するために
十分な時間を伴わずに、速やかに当該容器に流入し、かつ流出していることにある。
【００２４】
　特に、加熱水が長時間接触する必要があるお茶の葉の場合には、このような技術上の欠
陥が著しいという状況にある。
【００２５】
　このような問題点は、従来のコーヒー及びお茶の焙煎器具においても妥当する。
【００２６】
　Ｋ－ＣＵＰの商標名を使用した包装体の使用を伴うＫＥＵＲＩＧシステムとは異なる構
成として、特許文献１及び同２に示すような公知技術が存在する。
【００２７】
　特許文献１の場合においては、調合物を収容した第１収容室（１２）が調合機（１００
）において調合を行う第２の収容室（１８）を囲んだ状態にて配置され、双方の収容室は
相互に流通可能な状態に設定されており、調合された飲用物は、第２の収容室（１８）の
底部における排出加工部（５９）が配置されている。
【００２８】
　しかしながら、調合機（１００）による調合作用は極めて非効率的であり、しかも2個
の収容室を必要とする特許文献１の構成は、取扱い上極めて不都合であって、前記ＫＥＵ
ＲＩＧシステムと異なる技術上のデメリットが存在する。
【００２９】
　特許文献２においては、容器４内の炭酸ガス供給源４１から導管３１を介して貯蔵器１
１に当該炭酸ガスを供給する一方、当該貯蔵器１１内に弁２１を介して供給された飲用液
と炭酸ガスとの混合が行われ、炭酸ガスが溶解した飲用液は、ポンプ１３によって、弁２
１を介して、容器室３に流動している。
【００３０】
　これらの一連の作動は、制御装置５によって制御されているが、特許文献２の構成は所
謂コーヒー焙煎器具ではなく、しかも装置全体が極めて複雑であって、決してＫＥＵＲＩ
Ｇシステムに対する技術的改良点を開示及び示唆している訳ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３１】
【特許文献１】ＷＯ２０１１／１３８４０５Ａ１公報
【特許文献２】ＵＳ２０１１／０２２６３４３Ａ１公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３２】
　前記背景技術の状況に鑑み、本発明は、前記問題点を克服することができる調合飲料供
給装置を提供すること、
　加熱水を調合物中に加圧によって進入させ、特に当該物がお茶の葉である場合に、当該
お茶の葉から風味を適切に抽出する前記供給装置を提供すること、
　加熱水の補充が開始された工程にて空気が当該供給装置から散逸可能である一方、当該
加熱水の補充が終了した場合には、空気が当該供給装置又は包装体を加圧しながら流動す
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るような調合可能な供給装置を提供すること、
　加熱水が補充している工程では、前記供給装置又は包装体の上端を空気又は蒸気の進入
を防止し得る前記供給装置を提供すること、
　当該供給装置又は包装体に流入した加熱水による攪拌状態、乱流状態に基づいて、当該
加熱水と飲用物の素材との混合を改善し、当該素材から風味を適切に抽出するような前記
供給装置を提供することを課題とし、
　更には、製造及び使用が容易、かつ安価に実現できる調合飲料供給可能なコップ状の装
置を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００３３】
　上記課題を考慮し、本発明の調合飲料供給装置は、調合物を保持する調合室機構を備え
ており、当該調合室機構は、注入飲用液を供給するために必要な少なくとも１個の噴射開
口部、当該調合室機構の上端における空気を流出するための上端開口部及び当該調合室機
構から調合した飲用液を排出するための排出開口部を備えており、しかも少なくとも１個
の噴射開口部が備えている大きさ及び方向に基づいて、注入飲用液の所定以上の速度によ
る噴出及び調合室機構における加圧の結果、当該飲用液の攪拌状態及び乱流状態を実現し
、かつ調合物との混合状態を実現している。
【００３４】
　ヒータは、前記調合室機構に供給される注入飲用液を加熱する一方、ヒータから少なく
とも１個の噴射開口部を通過する加熱された飲用液を供給する機構が備えられている。
【００３５】
　空気を流出するための上端開口部に接続されている第１の弁は、加熱された飲用液が最
初に調合室機構内に補充している段階では開口し、加熱された飲用液が調合室機構内にて
所定のレベルに至った段階では、当該調合室機構内における調合作業中に閉鎖することに
よって、当該加熱された飲用液を加圧している。
【００３６】
　加熱された飲用液が調合室機構を最初に補充している段階では、第１の弁を開放し、か
つ加熱された飲用液が当該調合室機構内にて所定のレベルに至った段階では、第１の弁を
閉鎖することによって、調合作業中の加熱された飲用液に対する加圧を実現する制御機能
を備える実施形態を採用することができる。
【００３７】
　第１の弁が浮上ボール弁機構を備えており、当該ボールが加熱された飲用液が所定のレ
ベルに至った段階では、ボールが加熱された飲用液と共に上方に移動し、かつ流出開口部
を閉鎖するように作用する他の実施形態もまた採用することができる。
【００３８】
　調合支持機構を採用したうえで、調合室機構が移動しながら当該調合支持機構内に挿入
することができるという実施形態もまた採用可能である。
【００３９】
　前記調合支持機構は、調合用上側支持部及び調合下側支持部を備えており、しかもこれ
らの支持部は、閉鎖状態にある調合位置と開口状態にある調合位置との間を相対的に移動
可能としている。
【００４０】
　調合下側支持部は所定の位置に固定されているのに対し、調合上側支持部は、当該調合
下側支持部に対して旋回可能であって、かつ調合下側支持部内に除去可能な状態にて載置
されている。
【００４１】
　調合過程において、調合上側支持部を調合下側支持部に対し、開放可能な状態にて施錠
している施錠機構もまた採用可能である。
【００４２】
　上記施錠機構においては、調合下側支持部に固着されている作動部を備えたうえで、調
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合上側支持部上に少なくとも１個の旋回する鉤腕を取り付け、しかも当該鉤腕を前記作動
部と共に作動し、かつ当該作動部から開放状態とするような駆動部材を備えている実施形
態もまた採用可能である。
【００４３】
　前記実施形態においては、調合室機構が調合用飲料支持部に挿入された際に、注入飲用
物を当該調合室機構に供給するために、当該調合室機構における少なくとも１個の噴射開
口部と整列関係にあるような少なくとも１個の噴射開口部を調合支持機構内に備えている
。
【００４４】
　調合室機構は、底部側区画と頂部側の区画とを備えており、これらの区画は、閉鎖状態
にある調合の位置と、調合物を移動しかつ挿入するための開放状態にある位置との間を相
対的に移動可能としている。
【００４５】
　頂部側区画は、ユーザーにおいて、調合物の乱流による攪拌状態及び調合作業の段階に
おける注入飲用液の状態を目視するために、透明な屋根状部を備えている。
【００４６】
　更には、調合支持機構が移動しながら挿入可能である調合室機構を備えており、かつ前
記調合支持機構もまた、前記調合室機構における頂部側の区画の透明な屋根状部を所定の
スペースを伴って被覆している透明な屋根状部を備えた構成もまた採用可能である。
【００４７】
　調合作業の段階にて透明な区画部屋が霧が充満した状態又は結露状態となることを防止
するための機構もまた採用可能である。
【００４８】
　このような霧が充満した状態又は結露状態を防止する機構においては、透明な区画部屋
に対し、調合作業の段階にて、充満状態を防止するために、双方の透明な屋根状部の内側
に空気を吹き付けるファンを備えている。
【００４９】
　底部側の区画と頂部側の区画とを、相互に回転し合う状態とすることによって、相互に
分離可能な状態にある開放状態の配置と相互に施錠された状態にある閉鎖状態の配置との
双方を実現することができる。
【００５０】
　底部側の区画と頂部側の区画とを施錠可能とすることによって、上記の双方の配置を実
現するために、交差状の施錠機構を備えている。
【００５１】
　少なくとも１個の噴射開口部は、調合を行う閉鎖領域の中心線から離れた位置に存在し
ている。
【００５２】
　少なくとも１個の噴射開口部の各開口部においては、注入飲用液が調合物を動かし、か
つ調合室機構内にて乱流による攪拌状態に至るために、当該注入飲用液に対し十分な速度
を提供し得るような大きさを有している。
【００５３】
　少なくとも１個の噴射開口部は、調合室機構における下側区画部にて少なくとも２個の
噴射開口部を有しており、当該少なくとも２個の噴射開口部は、相互に直交し合う内角状
態を呈している。
【００５４】
　前記少なくとも２個の開口部は、上側方向であって、かつ相互にやや内向きの角度状態
を呈しており、その結果、前記少なくとも２個の噴射開口部を介して供給された注入飲用
液は、空気を流出するための上端開口部の下側の位置にて相互に衝突し合うことになる。
【００５５】
　排出開口部に接続されている第２の弁が採用されているが、当該第２の弁を操作する制
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御部は、加熱された飲用液によって調合室機構が当初補充されている段階では、当該第２
の弁を閉鎖させる操作による制御を行い、加熱された飲用液が調合物に作用することによ
って調合飲用調合物が形成された段階では、調合室内の圧力又は調合時間の何れかを基準
として、第２の弁を開放させる操作による制御を行い、調合飲用調合物を排出開口部から
排出している。
【００５６】
　前記制御において、調合時間は、注入飲用液が調合物と接触し合った状態にて存続して
いる時間の長さ、又は注入飲用液と調合物質とが攪拌し合うような時間の長さの何れかを
基準として設定されている。
【００５７】
　加熱された飲用液をヒータから少なくとも１個の噴射開口部を介して供給する機構部は
、加熱された飲用液をヒータから前記開口部を介して移送するポンプを備えている。
【００５８】
　しかも、一巡する調合の最終工程において調合室機構に空気を移送することによって、
飲用液の調合室機構からの強制的な排出に寄与している空気ポンプも備えられている。
【００５９】
　空気ポンプは、調合作業の期間中、更なる攪拌状態を増強するために、調合室機構内に
空気を移送すると共に、調合室機構から排出される調合飲用液を冷却するために、当該調
合室機構に冷却空気を移送することもできる。
【００６０】
　調合室機構から排出する調合飲用液を分散状態とし、粒子及び液滴の何れかとすること
によって、調合飲用液を冷却する装置もまた採用可能である。
【００６１】
　本発明による飲料調合方法においては、調合室機構内にて調合物を保持する工程を採用
しており、当該調合室機構は、注入飲用液を供給するために必要な少なくとも１個の噴射
開口部、当該調合室機構の上端における空気を流出するための上端開口部、当該調合室機
構から調合飲用液を排出するための排出開口部を備えており、前記噴射開口部の大きさ及
び方向によって、注入飲用液と調合物とを調合室機構内にて乱流による攪拌を引き起こす
ことを可能としている。
【００６２】
　注入飲用液は、調合室機構に加熱された状態にて供給されており、かつ加熱された飲用
液は、ヒータから前記噴射開口部を通過することによって、調合室機構内にて前記乱流に
よる攪拌状態を形成している。
【００６３】
　空気を流出するための上端開口部に接続されている第１の弁は、調合室機構が加熱され
た飲用液によって当初補充された段階では開口しており、かつ前記加熱された飲用液が調
合室機構内にて予め設定されたレベルに至った段階では、第１の弁を閉鎖することによっ
て、調合作業中に調合室機構内の加熱された飲用液に対する加圧状態を形成している。
【００６４】
　前記方法は、調合作業の段階に透明な屋根状部の霧が充満した状態及び結露状態を防ぐ
工程をも採用している。
【００６５】
　そのような工程として、調合作業の段階において霧が充満した状態と化すことを防ぐた
めに、透明な屋根状部の内側に空気を吹き付ける工程を採用することが好ましい。
【００６６】
　前記方法もまた、加熱された飲用液をヒータから少なくとも１個の噴射開口部を介して
供給することによって、注入飲用液が乱流による攪拌状態を形成する工程を採用している
。
【００６７】
　前記方法は、排出開口部に接続している第２の弁に対し、加熱された飲用液が調合室機



(11) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

構を最初に補充している段階では閉鎖するように作用し、加熱された飲用液が調合物と混
合することによって調合飲用液が形成され、室内における圧力及び／又は調合時間を基準
として、排出開口部から調合飲用液を排出するために開口するような制御工程を採用して
いる。
【００６８】
　加熱された飲用液をヒータから少なくとも１個の噴射開口部を介して供給する工程は、
当該ヒータから加熱された飲用液を前記噴射開口部を介して移送する工程を採用している
。
【００６９】
　更には、前記方法は、調合室機構の調合飲用液の強制的な排出に寄与するため、及び/
又は調合作業の段階に、乱流による攪拌状態を形成するために、一巡する調合工程の最終
段階にて調合室機構に空気を移送する工程を採用している。
【００７０】
　調合室機構から排出される調合飲用液を冷却するために、調合室機構に冷却空気を移送
することもできる。
【００７１】
　上記方法においては、調合室機構から排出される調合飲用液を粒子又は液滴の何れかに
分解することによって、調合飲用液の冷却を促進する方法もまた採用することができる。
【発明の効果】
【００７２】
　本発明は、以上のような特徴点及び他の特徴点を発揮することができる。
【００７３】
　しかも、これらの特徴点は、添付されている図面に即した以下の詳細な説明によって、
更に明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明に基づく調合飲料供給装置の頂部に対する斜視図である。
【図２】前記調合飲料供給装置の正面に対する斜視図である。
【図３】前記調合飲料供給装置の右側面図である。
【図４】前記調合飲料供給装置の底部に対する平面図である。
【図５】Ｔ字型板部材の斜視図である。
【図６】コップ状吸着脚部の１典型例における拡大斜視図である。
【図７】図６のコップ状吸着脚部の断面図である。
【図８】Ｔ字型中空状周囲壁部の頂部に対する斜視図である。
【図９】Ｔ字型中空状周囲壁部の底部に対する斜視図である。
【図１０】水タンク接続部の頂部に対する斜視図である。
【図１１】水タンク接続部の底部に対する斜視図である。
【図１２】図１０の１２－１２のラインに沿った前記水タンク接続部の断面図である。
【図１３】弁作動部の頂部に対する斜視図である。
【図１４】水タンクの頂部に対する斜視図である。
【図１５】水タンクの下側区画部の頂部に対する斜視図である。
【図１６】タンク弁の頂部に対する斜視図である。
【図１７】タンク弁の底部に対する斜視図である。
【図１８】収容リングの斜視図である。
【図１９】水タンク接続部、タンク弁、収容リング及びコイル状バネの部分的結合機構の
頂部に対する斜視図である。
【図２０】タンク注入リングの頂部に対する斜視図である。
【図２１】タンク注入リングの底部に対する斜視図である。
【図２２】支持テーブルの斜視図である。
【図２３】水タンク、背面被覆部及び主たる収容室を捨象した前記調合飲料供給装置の背
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面に対する斜視図である。
【図２４】異なる角度から描いた水タンク、背面被覆部及び主たる外装を捨象した前記調
合飲料供給装置の背面に対する斜視図である。
【図２５】一方向所定方向に呈している弁体の斜視図である。
【図２６】収容被覆部を捨象した調合機構の拡大図である。
【図２７】調合機構における調合下側支持部の頂部に対する斜視図である。
【図２８】前記調合下側支持部の底部に対する斜視図である。
【図２９】前記調合下側支持部の頂部に対する平面図である。
【図３０】調合飲料供給部の下部保持部材の底部に対する平面図である。
【図３１】前記調合下側支持部を有する施錠機構の斜視図である。
【図３２】前記施錠機構における押しボタン機構の頂部に対する斜視図である。
【図３３】前記施錠機構における押しボタン機構の底部に対する斜視図である。
【図３４】前記施錠機構における施錠被覆板の斜視図である。
【図３５】前記施錠機構における鉤支持部の正面に対する斜視図である。
【図３６】前記施錠機構における鉤支持部の背面に対する斜視図である。
【図３７】調合機構の下側被覆部の頂部に対する斜視図である。
【図３８】調合機構の下側被覆部の底部に対する斜視図である。
【図３９】調合機構の調合上側支持部の頂部に対する斜視図である。
【図４０】調合機構の調合上側支持部の底部に対する斜視図である。
【図４１】調合機構の調合上側支持部の頂部に対する平面図である。
【図４２】調合機構の調合上側支持部の底部に対する平面図である。
【図４３】調合機構の調合上側支持部から調合下側支持部に至る領域を示す拡大斜視図で
ある。
【図４４】調合機構の前側被覆部の頂部に対する斜視図である。
【図４５】前側被覆部の底部に対する斜視図である。
【図４６】調合機構のお茶調合支持部の頂部に対する斜視図である。
【図４７】お茶調合支持部の底部に対する斜視図である。
【図４８】お茶調合支持部の頂部に対する平面図である。
【図４９】お茶調合支持部の底部に対する平面図である。
【図５０】お茶調合支持部の側方からの上下方向側面図である。
【図５１】お茶調合支持部の前方からの上下方向側面図である。
【図５２】お茶調合支持部への加熱水接続部の底部に対する平面図である。
【図５３】お茶調合支持部の１個の注入口におけるＴ字型注入口接続部の斜視図である。
【図５４】お茶調合支持部の他の注入口における注入口接続部の斜視図である。
【図５５】お茶調合支持部のお茶支持リングの頂部に対する斜視図である。
【図５６】お茶支持リングの底部に対する斜視図である。
【図５７】図５５の５７－５７ラインに沿ったお茶支持リングの断面図である。
【図５８】調合機構の網状のお茶排出機構の斜視図である。
【図５９】網状のお茶排出機構の流量制御板の頂部に対する斜視図である。
【図６０】流量制御板の底部に対する斜視図である。
【図６１】網状のお茶排出機構の遮蔽リングの斜視図である。
【図６２】網状のお茶排出機構のメッシュ状遮蔽部の斜視図である。
【図６３】網状のお茶排出機構の区画板の頂部に対する斜視図である。
【図６４】お茶調合支持部の使用状態における注入口接続部の頂部に対する斜視図である
。
【図６５】お茶調合支持部の使用状態における注入口接続部の底部に対する斜視図である
。
【図６６】移動可能な調合タンク機構の斜視図である。
【図６７】移動可能な調合タンク機構の底側コップ状区画の頂部に対する斜視図である。
【図６８】底側コップ状区画の底部に対する斜視図である。
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【図６９】底側コップ状区画の底部に対する平面図である。
【図７０】底側コップ状区画の側方からの上下方側面図である。
【図７１】移動可能な調合タンク機構の頂部側屋根状被覆区画の頂部に対する斜視図であ
る。
【図７２】頂部側屋根状被覆区画の底部に対する斜視図である。
【図７３】頂部側屋根状被覆区画の高さ方向に沿った側面図である。
【図７４】図７１の７４－７４ラインに沿った頂部側屋根状被覆区画の断面図である。
【図７５】移動可能な調合タンク機構の断面図である。
【図７６】移動可能な調合タンク機構の頂部側屋根状被覆区画の上部開口端の拡大断面図
である。
【図７７】頂部側屋根状被覆区画の上部開口端に結合しているタンク被覆リングの頂部に
対する斜視図である。
【図７８】図７７の７８－７８ラインに沿ったタンク被覆リングの断面図である。
【図７９】頂部側屋根状被覆区画の上部開口端に結合しているタンク被覆遮蔽部の頂部に
対する斜視図である。
【図８０】タンク被覆遮蔽部の底部に対する斜視図である。
【図８１】図７９の８１－８１ラインに沿ったタンク被覆遮蔽部の断面図である。
【図８２】頂部側屋根状被覆区画の上部開口端に結合している環状結合板の頂部に対する
斜視図である。
【図８３】図８２の８３－８３ラインに沿った環状結合板の断面図である。
【図８４】空気循環部材に接続された排気頭部を示す装置の一部の斜視図である。
【図８５】空気循環部材の斜視図である。
【図８６】空気循環部材の断面図である。
【図８７】空気循環接続部の斜視図である。
【図８８】空気循環接続部の断面図である。
【図８９】収容室と水タンクを捨象した装置全体の高さ方向に沿った側面図である。
【図９０】調合飲料の供給部分を示す装置の一部を示す拡大斜視図である。
【図９１】第一の排出接続部の斜視図である。
【図９２】第二の排出接続部の斜視図である。
【図９３】収容室の背面に対する斜視図である。
【図９４】収容室の頂部に対する斜視図である。
【図９５】排出被覆部の頂部に対する斜視図である。
【図９６】排出被覆部の底部に対する斜視図である。
【図９７】ファンと接続する先細形状の伝導部の斜視図である。
【図９８】本装置において選択し得る施錠機構の拡大斜視図である。
【図９９】本発明における変形調合飲料供給装置の頂部に対する斜視図である。
【図１００】色々な収容室及びハンドルを捨象した場合の図９９の変形調合飲料供給装置
の部品の正面側頂部に対する斜視図である。
【図１０１】収容室における諸構成要素を捨象した場合の図９９の変形調合飲料供給装置
の部品の背面側頂部に対する斜視図である。
【図１０２】図９９の変形調合飲料供給装置の旋回ハンドル機構の正面側底部に対する斜
視図である。
【図１０３】図９９の変形調合飲料供給装置の旋回ハンドル機構の背面側底部に対する斜
視図である。
【図１０４】図９９の変形調合飲料供給装置のハンドルにおける連結棒の斜視図である。
【図１０５】図９９の変形調合飲料供給装置の連結部材の斜視図である。
【図１０６】図９９の変形調合飲料供給装置における１個の旋回鉤部の斜視図である。
【図１０７】図９９の変形調合飲料供給装置の変形調合上側支持部の頂部に対する斜視図
である。
【図１０８】図９９の変形調合飲料供給装置の変形調合上側支持部の底部に対する斜視図
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である。
【図１０９】図９９の変形調合飲料供給装置の変形調合下側支持部の頂部に対する斜視図
である。
【図１１０】図９９の変形調合飲料供給装置の変形調合下側支持部の底部に対する斜視図
である。
【図１１１】移動可能な調合タンク機構の変形底側コップ状区画の頂部に対する斜視図で
ある。
【図１１２】変形底側コップ状区画の底部に対する斜視図である。
【図１１３】移動可能な調合タンク機構の変形頂部側屋根状被覆区画の底部に対する斜視
図である。
【図１１４】変形頂部側屋根状被覆区画の頂部に対する斜視図である。
【図１１５】変形底側コップ状区画と変形頂部側屋根状被覆区画とが閉鎖状態にある斜視
図である。
【図１１６】変形底側コップ状区画と変形頂部側屋根状被覆区画とが開放状態にある斜視
図である。
【図１１７】部分的に調合された調合液体が当初の流出によって、第２のお茶排出部に提
供する状態を示す図９９の変形調合飲料供給装置の一部に対する高さ方向に沿った側面図
である。
【図１１８】移動可能な調合タンク機構の更なる変形頂部側屋根状被覆区画の断面図であ
る。
【図１１９】図１１７の更なる変形頂部側屋根状被覆区画の一部に対する拡大断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００７５】
　詳細な参照用図面に従って、本発明に基づく調合飲料供給装置２につき、具体的に説明
する。
【００７６】
　本発明の態様を明白にするために、特に、調合飲料供給装置１０につき、お茶の焙煎に
即して、以下の通り論述する。
【００７７】
　但し、本発明は、そのようなお茶の焙煎の態様に限定される訳ではなく、コーヒー、コ
コア、ホップ、麦芽、穀物、薬草、煎じ薬を含む全ての調合飲料に使用することができる
。
【００７８】
　特に、図１～４に示すように、本発明に基づく調合飲料供給装置２は、水タンク４、調
合機構６、水供給ポンプを備えている収容室８、ヒータ、電子部品、及び前側基台１０を
備えており、当該前側基台１０は、調合飲料を受容するグラス及びコップを保持するため
に調合機構６の下側に配置されている。
【００７９】
　図１及び図４～７に示すように、収容室８は、下側部位の表面上に装置を支持するため
に、Ｔ字型のスチール板１４による底部を有するＴ字型の基礎部１２を備えている。
【００８０】
　Ｔ字型の板１４は、板状主脚部１４ａ、及び当該板状主脚部１４ａから直交する状態に
て中央に延設されている板状中央脚部１４ｂを備えている。
【００８１】
　ゴム製のコップ状吸着脚部１６は、Ｔ字型のスチール板１４の開口部１８中に圧着され
ており、しかも開口部１８を介して挿入するための球状に膨らんだ端部２０、開口部１８
によって捕捉状態とするために当該端部２０の下側に配置されている環状溝２２、及び装
置２を下側面にて支えるためのアーチ型の対面吸着部２４を備えている。
【００８２】
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　図１、８、９に示すように、収容室８は、更にＴ字型のスチール板１４上に、Ｔ字型中
空状周囲壁部２６を備えており、Ｔ字型のスチール板１４は、Ｔ字型中空状周囲壁部２６
の内にて固着し、しかもその下端部と同一の高さ状態を呈している。
【００８３】
　Ｔ字型中空状周囲壁部２６は、Ｔ字型の板状主脚部１４ａの周囲のラインに沿って延設
されている側方壁部２８及び上側壁部３０、端部に位置している水タンクに支持部３２、
中央水ポンプ及びヒータ支持部３４及び末端における空気ポンプ支持部３６を備えている
。
【００８４】
　Ｔ字型中空状周囲壁部２６は、更にチューブの接続部分に対する支持部３８を備えてお
り、当該支持部３８は、コップに対する平坦状の支持部４０と共に、チューブの連結部に
対する支持部３８の前側から、Ｔ字型のスチール板１４の中央脚部１４ｂの残部に至るま
でに、Ｔ字型のスチール板１４の中央脚部１４ｂに沿って部分的に延設されている。
【００８５】
　複数の突起４２は、上側壁部３０から下側に降下しており、かつ突出開口部４４を備え
ている。
【００８６】
　前記開口部４４を介して、ネジ４６がＴ字型のスチール板１４内にある開口部４８中に
挿入され、その結果、Ｔ字型中空状周囲壁部２６は、Ｔ字型のスチール板１４に固着され
ている。
【００８７】
　Ｔ字型中空状周囲壁部２６は、チューブと結合するために、上側壁部３０を介して延設
されている短いニップル、即ち乳首状の結合部５０を備えている。
【００８８】
　乳首状の結合部５０の下端は、開口状態である一方、アーチ型の案内壁部５２を設置す
ることによって、全ての飲用液は、配管機能を有する乳首状の結合部を介して、コップに
対する平坦状の支持部４０の領域に注入されることになる。
【００８９】
　端部における水タンク支持部３２には、上側壁部３０の開口部５４が備えられている。
【００９０】
　環状案内壁部５６は、前記開口部５４を囲んだ状態にて上側壁部３０の下側領域に接続
しており、しかも突出開口部５９を有している２個の突起部５８が環状の案内壁部５６の
側部にて相互に相向かい合う状態にて備えられており、かつ上側壁部３０の下側と接続し
ている。
【００９１】
　図１０－１２に示すように、水タンク接続部６０は、環状案内壁部５６の内側に固着し
ている。
【００９２】
　特に、水タンク接続部６０は、底側壁部６４によって閉鎖されている環状側方壁部６２
を備えているが、当該側方壁部６２は、下側の中央にて円筒状凹部６８を形成している中
央の隆起状区画６６を有している。
【００９３】
　その結果、中央の隆起状区画６６を囲んだ状態にて環状凹部７０が形成されている。
【００９４】
　中央の隆起状区画６６の頂部表面には、４個の等角状に配置された突起７２が形成され
ている。
【００９５】
　２個の開口部７４及び７６が環状凹部７０と連通状態にある環状側方壁部６２内にて形
成されており、しかも２個の外側に向かって伸長している乳首状の結合部７８、８０は、
前記開口部７４及び７６と連通状態にある環状側方壁部６２の外側表面と接続している。
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【００９６】
　環状側方壁部６２の外側表面からは、２個の相反する方向に向かい合っている突起８２
が延設されており、各突起８２は開口部８４を備えているが、当該開口部８４を介してネ
ジ（図示せず）が挿入され、しかも突出開口部５９内に収容され、その結果、水タンク接
続部６０を環状案内壁部５６内にて、上側壁部３０の下側面に固着している。
【００９７】
　図１３に示すように、弁駆動部８６は、突起７２の上側に当着されている。
【００９８】
　しかも、弁駆動部８６は、下端部が円形状の底部によって閉鎖されている環状壁部８８
を備えており、当該円形の底側壁部９０は、複数の小開口部９２を有している。
【００９９】
　直立状態にある４個の弁駆動部突起９４は、円形の底側壁部９０の上側表面から上側に
延設されており、かつ環状壁部８８の上側表面よりも更に上側に延設されている。
【０１００】
　弁駆動部８６が突起７２上に当着されたとしても、弁駆動部８６における円形の底側壁
部９０と底側壁部６４及び水タンク接続部６０の中央における隆起区画部分６６との間に
空隙が形成されており、その結果、水は小開口部９２を介して当該空隙に流入し、しかも
乳首状結合部７８及び８０を通過して流出することができる。
【０１０１】
　図１、２、１４及び１５に示すように、水タンク４は、水タンク周壁部１００を備えて
おり、かつ調合に使用する水を供給するために設置されている。
【０１０２】
　水タンク周壁部１００は、４個の側方壁部１０２、当該側方壁部１０２に対し密着状態
にて載置している底側閉鎖部１０４、及び当該側方壁部１０２の上側端に位置している除
去可能な被覆部１０６を備えている。
【０１０３】
　底側閉鎖部１０４は、３個の側方壁部１０８を備えており、当該壁部１０８の上側端は
、側方壁部１０２の下側端に対して当接し、かつ滑らかな連続状態を形成している。
【０１０４】
　上側壁部１１０は側方壁部１０８の上側端に接続し、かつ当該上側端の開口部及び上側
壁部１１０上の周辺口部１１２を閉鎖している。
【０１０５】
　前記口部１１２は、上側壁部１１０の外側周囲からやや内側に配置されており、しかも
側方壁部１０２の下側端と共に遮蔽状態を形成している。
【０１０６】
　中央開口部１１４は、上側壁部１１０内に形成される一方、環状弁支持突起１１６は、
上側壁部１１０の下側面から下降し、かつ前記中央開口部１１４を囲んだ状態にある。
【０１０７】
　タンク弁１２０は、環状弁支持突起１１６内に摺動可能な状態にて結合している。
【０１０８】
　図１６、１７に示すように、タンク弁１２０は、環状底側リング１２２を備えており、
当該リング１２２は、その内側にて半径方向に沿って等角度に延設されている壁部１２４
を有している。
【０１０９】
　各壁部１２４は、中央にて直立している支柱１２６を内側端として延設され、かつ環状
底側リング１２２の内側表面を外側端として接続されている。
【０１１０】
　内側の中間環状ディスク１２８は、環状底側リング１２２と平行状態であって、しかも
離れた状態にて配設されている。
【０１１１】
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　４個の半径方向に沿って等角度方向に延設されている壁部１３０は、中間環状ディスク
１２８の下側面と環状底側リング１２２の上側面との間にて接続されており、しかも半径
方向に沿って等角度方向に延設されている壁部１２４と直交している。
【０１１２】
　前記壁部１３０は、中央支柱１２６に接続され、かつ当該接続位置から半径方向に沿っ
て外側に延設されている。
【０１１３】
　各半径方向に沿った延設壁部１３０は、下側区画１３２を有しており、当該下側区画１
３２は、上側区画１３４よりも大きな外側半径を備えている。
【０１１４】
　このような配列の下に、４個の円周方向に沿って四分割された開口部１３６は、半径方
向に延設されている壁部１２４に対し隣接し、かつ挟まれた状態にて配設されている。
【０１１５】
　タンク弁１２０は、前記の中間環状ディスク１２８に対し平行であり、かつ離れている
上側環状ディスク１３８を備えており、かつこのような配列によって、当該ディスク１３
８は、直径が縮小した状態にある頸部１４０に接続され、その結果、ディスク１２８と同
１３８との間にて環状凹部１４２が形成されている。
【０１１６】
　図１６、１７、１８、１９に示すように、ガスケットリング、即ち漏洩防止用リング１
４４が環状凹部１４２の領域内にて頸部１４０の周囲に載置されている。
【０１１７】
　ガスケットリング１４４は、中間環状ディスク１２８及び同１３８よりも大きな外側直
径を有している。
【０１１８】
　このような設計において、タンク弁１２０が環状の弁支持突起１１６内に配置された場
合には、ガスケットリング１４４は、底側閉鎖部１０４の上側壁部１１０の上側面に配置
され、その結果、当該配置位置において、遮蔽状態を形成し、その結果、中央開口部１１
４を介して水が流出することを防止することができる。
【０１１９】
　水に対する緊密な遮蔽状態を実現するために、タンク弁１２０とガスケットリング１４
４を囲んだ状態にてコイル状バネ１４６が配置されている。
【０１２０】
　コイル状バネ１４６の上側端は、底側閉鎖部１０４の上側壁部１１０の下側面と接触状
態にあり、環状底側リング１２２の上側面と接触状態にある。
【０１２１】
　前記コイル状バネ１４６の採用によって、ガスケットリング１４４を引っ張った状態と
し、かつ底側閉鎖部１０４の上側壁部１１０の表面に対し、緊密な遮蔽を伴う接触状態を
実現している。
【０１２２】
　水タンク４のその余の事項について説明するに、図２０、２１に示すように、水タンク
接続部６０における環状の側方壁部６２の上側端にタンク注入リング１４８が当着されて
いる。
【０１２３】
　タンク注入リング１４８は、上側環状壁部１５０を備えており、当該壁部１５０は、コ
イル状バネ１４６よりも大きな径を有しており、かつ傾斜状環状壁部１５４を境界として
接続している。
【０１２４】
　外側の環状側方壁部１５６は、上側環状壁部１５０の周囲に接続すると共に、環状の側
方壁部６２の外側周囲にて結合するために、当該壁部６２の外径と同程度の径を有してい
る。
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【０１２５】
　他方、内側の環状の側方壁部１５８は、上側環状壁部１５０の下側に結合すると共に、
環状の側方壁部６２とその内側周囲にて結合するために、当該壁部６２の内径と同程度の
径を有している。
【０１２６】
　換言するならば、環状凹部１６０が環状側方壁部１５６及び同１５８との間に形成され
ており、かつ環状側方壁部６２の上端を収容している。
【０１２７】
　水タンク周壁部１００及び底側閉鎖部１０４は、上側壁部３０上に載置されている場合
には、１個の単体として水によって充満されている。
【０１２８】
　更には、水タンク周壁部１００及び底側閉鎖部１０４は、１個の単体として水によって
充満されている場合には、上側壁部３０から取り外しが行われた後、再び当該壁部３０上
に載置されることになる。
【０１２９】
　水タンク周壁部１００及び底側閉鎖部１０４が上側壁部３０上に載置された場合には、
弁駆動部８６の弁駆動用突起９４がタンク弁１２０における環状底側リング１２２の下側
面に衝突し、コイル状バネ１４６の力に逆らい、かつ当該バネ１４６を押した状態にてタ
ンク弁１２０を上側に移動させる。
【０１３０】
　その結果、ガスケットリング１４４は、底側閉鎖部１０４の上側壁部１１０上側面との
接触状態から上昇することになる。
【０１３１】
　そして、水タンク４内の水は、底側閉鎖部１０４内の中央開口部１１４、タンク弁１２
０の周囲に位置している開口部５４及び環状の導入壁部５６を通過して流動し、かつタン
ク弁１２０の周囲を流動した後、タンク弁１２０内にて四分割されている開口部１３６を
通過して流動することになる。
【０１３２】
　更に、水は、弁駆動部８６の小開口部９２を通過した後、環状凹部７０に流入し、かつ
外側に延設されている乳首状結合部８０を通過しながら流出している。
【０１３３】
　図２２～２４に示すように、矩形テーブル頂部１６４及び当該テーブル頂部１６４の四
隅における支持脚部１６６によって形成されている支持テーブル１６２は、Ｔ字型中空状
周囲壁部２６の上側壁部３０であって、特に４個の円筒状に隆起した壁部２７（図８）上
に載置されている。
【０１３４】
　当該壁部２７は、中央の水ポンプ１７２及びヒータ３４における上側壁部３０上にあり
、かつ突出開口部２９を有している。
【０１３５】
　各支持脚部１６６は、中空状の脚が側方に開いた状態を呈しており、しかも下端におい
て環状突起１６８を備え、当該突起１６８は円筒状に隆起した壁部２７上に当着している
。
【０１３６】
　開口部１７０は、ネジ（図示せず）を支持脚部１６６における各環状突起１６８に挿入
し、かつ中央の突出開口部２９内に突入することを目的として設けられている。
【０１３７】
　上側壁部３０は、中央部における水ポンプ及びヒータ支持部３４によって形成されてい
る矩形状の凹部領域３１（図８）の領域内にて取り外しが行われている。
【０１３８】
　図２３及び図２４に示すように、水ポンプ１７２は、水を環状凹部７０と外側に設置さ
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れている乳首状結合部８０との間にて水を移送するために設けられている。
【０１３９】
　水ポンプ１７２は、注入パイプ１７４及び流出パイプ１７８を備えている。
【０１４０】
　前記注入パイプ１７４は、変形可能なチューブ１７６によって外側に延設されている乳
首状結合部８２と連通状態にて接続しており、前記流出パイプ１７８は、片側方向弁体１
８０の入口１８１（図２５）に配管１７９を介して結合している。
【０１４１】
　第１の腕木１８２は、注入パイプ１７４を囲んだ状態にて支持し、かつテーブル頂部１
６４の下側に接続しており、第２の腕木１８４は、流出パイプ１７８を囲んだ状態にて支
持し、同様にテーブル頂部１６４の下側に接続している。
【０１４２】
　図２５に示すように、片側方向弁体１８０は、流出口１８６及び迂回乳首状結合部１８
８を備えている。
【０１４３】
　前記結合部１８８は、小孔（図示せず）を介して片側方向弁体１８０の下側領域と連通
状態にある。
【０１４４】
　その結果、水ポンプ１７２によって片側方向弁体１８０を介して流動した水のうちの少
量が、迂回乳首状結合部１８８及び水タンク連結部６０の外側領域において、外側に延設
されている乳首状結合部７８との間に接続されている変形可能なチューブ１９０を介して
環状凹部７０側に戻ることができる。
【０１４５】
　このような機構によって閉鎖した循環経路が形成され、その結果、ポンプは常時水を移
送することができ、たとえ水タンク４が空の状態であっても、空気の移送を行う必要がな
い。
【０１４６】
　図２３及び図２４によって明瞭に示すように、水を加熱するヒータ１９２は、支持用テ
ーブル１６２のテーブル頂部１６４上側面上に載置されており、かつ注入口１９４及び流
出口１９８を備えている。
【０１４７】
　前記注入口１９４は、片側方向弁体１８０の流出口１８６に変形可能なチューブ１９６
を介して接続されており、当該流出口１９８は、変形可能なチューブ２００に接続されて
いる。
【０１４８】
　前記ヒータ１９２は、加熱用コイル（図示せず）の作用によって、水を速やかに加熱し
、しかも所望の温度を実現するような通常の熱交換装置を採用することが好ましい。
【０１４９】
　前記ヒータ１９２を通過する水の温度制御は、マイクロプロセッサー７０２（図８９）
の加熱コイルを通過する電流及び／又は加熱コイルの作動時間の制御という周知の方法に
よって実現している。
【０１５０】
　図２３及び図２４に示すように、前記ヒータ１９２によって加熱された水は、チューブ
２００を通過してＴ字型接続部２０２における１個の注入口に流入する。
【０１５１】
　Ｔ字型の接続部２０２の他の注入口は、変形可能なチューブ２０４を介して空気ポンプ
２０６の排出口に接続されており、このような接続の目的については、後に詳細に説明す
るとおりである。
【０１５２】
　空気ポンプ２０６は、Ｔ字型中空状周囲壁部２６内にある空気ポンプ支持部３６の端部
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における上側壁部３０上に載置されている。
【０１５３】
　図２６－３３に即して説明するに、早い番号の図２６－３０に示すように、調合機構６
は、下側の位置から隆起している状態にある調合支持機構２０７を備えている。
【０１５４】
　前記支持機構２０７は、調合下側支持部２０８を備え、当該支持部２０８は湾曲した前
側端２１２を伴っている概略矩形状の上側壁部２１０及び当該前方端１１２の外側端部周
辺を囲んだ状態にて下側に延設されている短い側方壁部２１４を有している。
【０１５５】
　上側壁部２１０及び側方壁部２１４は、矩形状の切除区画２１６によって後方にて切断
された形態を呈している。
【０１５６】
　環状開口部２１８は、上側壁部２１０の略中央の位置に設けられている。
【０１５７】
　垂直下方延設案内壁部２２０は、環状開口部２１８の周辺にて、上側壁部２１０から延
設されている。
【０１５８】
　前記案内壁部２２０の下側端は内側に延設されている円形棚状部２２２の位置を下側端
の限界としている。
【０１５９】
　前記円形棚状部２２２は、垂直方向からやや傾斜した角度にて下側延設案内壁部２２４
の位置を終端としている。
【０１６０】
　調合機構６の下方側においては、点対称の相向かい合う状態にある凹部区画２２６が中
央開口部１１４の周辺にて形成されている。
【０１６１】
　各区画２２６は、突設した開口部３０を有した状態にて下側凹状壁部２２８を備えてい
る。
【０１６２】
　対称状態にて相向かい合う状態にある導入開口部２３２は、前記凹部区画２２６に対し
上下方向に沿って直交状態にある下方延設案内壁部２２４内に設置されている。
【０１６３】
　２個の相互に離れた状態にある耳部２３５は、上側壁部２１０から上側方向に直接延設
されており、かつ上側壁部２１０の後方に位置している矩形状の切除区画２１６の反対側
に配置されている。
【０１６４】
　前記２個の耳部２３５は、前記切除区画２１６の前側の位置にて、略矩形状の切除区画
２３６を有している。
【０１６５】
　前記切除区画２３６は、前記耳部２３５の前側端部を連結する連結用板状壁部としての
機能を発揮している。
【０１６６】
　耳部２３５は、上側端において軸方向整列開口部２３７を備えている。
【０１６７】
　施錠機構（後に説明する。）の機能を発揮するために、上側壁部２１０内には、大型の
略矩形状の凹部区画２３４が備えられており、当該凹部区画２３４は、上側壁部２１０の
前側に位置している略矩形状の切除区画２３６に接合している。
【０１６８】
　前記凹部区画２３４は、略矩形状の切除区画２３６の３個の端部周辺にて上側壁部２１
０から下側に延設されている３個の側壁２３８ａ、２３８ｂ及び２３８ｃを有する一方、
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前記切除区画２３６の前側端部及び側方壁部２３８の下端と接続している底側壁部２４０
をも有している。
【０１６９】
　２個の保持壁部２４２は、相互に反対側に位置している側方壁部２３８ａ及び２３８ｂ
の前側端からやや内側に延設されており、前記切除区画２３６の前側端を部分的に遮蔽す
る状態を呈している。
【０１７０】
　底側壁部２４０は、中央にて細長状開口部２４４を備えており、しかも保持壁部２４２
のやや後方に配置されている。
【０１７１】
　尚、前記底側壁部２４０は、底側壁部２４０から下方に延設されている壁部２４６を有
しており、かつ細長状開口部２４４の外側周辺に沿い、かつ当該開口部２４４を囲んだ状
態にて、案内ポケット２４８と接した状態にある。
【０１７２】
　２個の筒状突起２５０は、底側壁部２４０の上側面から上方に延設されており、かつ突
出上側開口部２５２を有した状態にて細長状開口部２４４の後方及び相向かい合う端部の
位置に配置されている。
【０１７３】
　２個のコーナー棚状部２５４は、底側壁部２４０の後方のコーナーから上側方向に延設
され、しかも突出上側開口部２５６を有している。
【０１７４】
　更には、上側壁部２１０内には、８個の開口部２５８が備えられる一方、筒状突起２６
０が各開口部２５８と一体となって上側壁部２１０の下側面から延設されている。
【０１７５】
　各筒状突起２６０は、前記各開口部２５８と連結状態にある階段状貫通開口部２６２を
包摂している。
【０１７６】
　図３１－３３に示すように、調合部支持機構２０７は、調合機構を調合作業中に閉鎖さ
れた位置に、調合機構６を保持するために施錠機構２６４を設けている。
【０１７７】
　上記構成において、施錠機構２６４は、押圧ボタン機構２６６を備えている。
【０１７８】
　当該押圧ボタン機構２６６は、施錠板２６８及び中央の二分割された収納脚部２７４を
備えている。
【０１７９】
　前記施錠板２６８は、各一方端を接合脚部２７２を介して相互に連結している上側及び
下側の平行脚部２７０を有することによって、基本的に文字Ｅの形状を呈している。
【０１８０】
　前記収納脚部２７４は、上側の傾斜面２７６を自由端としている
　相互に隣接状態にあるバネ受け脚部２７８は、平行脚部２７０を横断する状態にて外側
に延設されている。
【０１８１】
　図３１に示すように、平行脚部２７０は、調合下側支持部２０８のコーナー棚状部２５
４と相互に結合し、かつ摺動している。
【０１８２】
　コイル状バネ２８０は、コーナー棚状部２５４の前面とバネ受け脚部２７８との間に配
置されており、施錠板２６８を、コーナー棚状部２５４から施錠位置に至る方向に沿って
傾斜させている。
【０１８３】
　押圧ボタン２８２は、保持壁部２８４を有した状態にて略矩形状に形成されており、当
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該壁部２８４の後端側の両側から外側に延設されている。
【０１８４】
　押圧ボタン２８２は、矩形状の凹部区画２３４の前側開口端部に配置されており、当該
区画２３４は、調合下側支持部２０８の保持壁部２４２とバネ受け脚部２７８の反対側面
との間にて挟まれた状態にある保持壁部２８４を有している。
【０１８５】
　施錠による配置の場合には、コイル状バネ２８０は、バネ受け脚部２７８に対し、保持
壁部２８４が調合下側支持部２０８の保持壁部２４２と接触し、かつ傾斜するように作用
している。
【０１８６】
　このような配置状態においては、押圧ボタン２８２の前側部分は、図１において明瞭に
示すように、調合下側支持部２０８から外側に延設された状態を呈している。
【０１８７】
　これらの構成要素が離脱することを防止するために、収納被覆板２８６（図３４）が施
錠板２６８の頂部に当着されており、かつ４個の開口部２８８を備えている。
【０１８８】
　前記開口部２８８は、ネジ（図示せず）を挿入し、かつ施錠板２６８を保持するために
、調合下側支持部２０８の突出開口部２５２及び２５６と整列状態を呈している。
【０１８９】
　前記ネジの挿入によって施錠板２６８は保持され、かつスライドによる移動が制限され
ることになる。
【０１９０】
　図３１、３５、３６及び８４に示すように、施錠機構２６４は、鉤支持部２９０を備え
ており、当該支持部２９０は、後述するような上側の旋回機構に固着されている。
【０１９１】
　鉤支持部２９０は、上側連結板２９２及び矩形状の施錠開口部２９８を備えている。
【０１９２】
　前記上側連結板２９２は、２個の開口部２９４を有しており、当該２個の開口部２９４
は、上側の旋回機構に結合するために鉤支持部２９０の端部にて相向かい合う状態にて設
けられている。
【０１９３】
　前記矩形状の施錠開口部２９８は、鉤支持部２９０の下端側に配置されている。
【０１９４】
　前記上側連結板２９２は、当該連結板２９２の下側面から下側に延設されている施錠板
２９６を有している。
【０１９５】
　調合作業中の調合機構６が閉鎖状態にある場合には、施錠板２９６は、調合下側支持部
２０８の案内ポケット２４８内にスライド可能な状態にて配置されている。
【０１９６】
　後述する上側の旋回機構が調合作業を開始するために閉鎖状態となった場合には、施錠
板２９６の下端は、施錠板２６８の上側傾斜面２７６に衝突し、当該施錠板２６８に対し
コイル状バネ２８０の弾性力に逆らって摺動している。
【０１９７】
　施錠板２９６が案内ポケット２４８内にて摺動している場合には、中央の二分割された
施錠脚部２７４は、施錠開口部２９８と整列した状態と化し、コイル状バネ２８０は、施
錠板２６８に対し前方に摺動するような弾性力を加えており、その結果、中央の二分割さ
れた施錠脚部２７４は、施錠開口部２９８内に配置され、その結果、鉤支持部２９０の離
脱が防止され、かつ調合機構６が施錠位置に配置されることになる。
【０１９８】
　調合作業が完了した段階では、押圧ボタン２８２は後方に押され、その結果、施錠板２
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６８は、コイル状バネ２８０の弾性力に逆らって摺動している。
【０１９９】
　このような作動の結果、中央の二分割された施錠脚部２７４は、施錠開口部２９８から
離脱し、鉤支持部２９０及び上側の旋回機構が従前の位置から離脱し、更には、調合機構
６は、施錠位置から離脱することになる。
【０２００】
　図２３及び９０に示すように、調合支持機構２０７は、調合下側支持部２０８の頂部に
保持されている下側被覆部３００を備えている。
【０２０１】
　図３７及び３８に示すように、下側被覆部３００は、調合下側支持部２０８の上側壁部
２１０と概略同一形状を呈しており、かつ略矩形状の上側壁部３０２及び狭幅の側方壁部
３０６を備えている。
【０２０２】
　前記上側壁部３０２は、湾曲前方端３０４を有しており、側方壁部３０６は、下側に延
設され、かつ外側周囲の端縁を形成している。
【０２０３】
　上側壁部３０２及び側方壁部３０６は、矩形状切除区画３０８の後方にて切除されるよ
うな配置状態を呈しており、当該区画３０８は、調合下側支持部２０８の矩形状の切除区
画２１６よりも広幅に設計されており、その結果、耳部２３５を挟持することができる。
【０２０４】
　円形開口部３１０は、上側壁部３０２の略中央位置に設けられている。
【０２０５】
　４個の突起３１２は、上側壁部２１０の下側面から下側に延設され、円形開口部３１０
を囲んだ状態を呈しており、しかも調合下側支持部２０８の上側壁部２１０内に備えられ
ている４個の開口部２５８と整列状態を呈している。
【０２０６】
　ネジ（図示せず）は、突起３１２における開口部及び開口部２５８を貫通し、しかも収
容室８の前側の上側面に載置されている突起７７２（図９４）における突出開口部７７０
内に挿入されている。
【０２０７】
　その結果、下側被覆部３００及び調合下側支持部２０８は、収容室８内に固着されてい
る。
【０２０８】
　更には、下側被覆部３００は、細長状開口部３１４を備えており、当該開口部３１４は
、調合下側支持部２０８の細長状開口部２４４と整列状態にあり、その結果、調合機構６
が開口状態及び閉鎖状態の何れの段階であっても、鉤支持部２９０の施錠板２９６の摺動
による移動を可能としている。
【０２０９】
　図３９－４２に即して説明するに、調合支持機構２０７は、調合上側支持部３１６を備
えており、当該支持部３１６は、湾曲前方端部３２０を伴っている下側壁部３１８及びそ
の外周端の周囲にて上側に狭幅状態にて延設されている側方壁部３２２を有している。
【０２１０】
　湾曲把持ハンドル３２４は、下側壁部３１８の湾曲した前側端に形成されており、その
結果、ユーザーは、当該ハンドルを把持することによって、調合支持機構２０７を開口し
、かつ閉鎖することができる。
【０２１１】
　円形開口部３２６は、下側壁部３１８の略中央位置に備えられている。
【０２１２】
　垂直上側方向延設壁部３２８は、円形開口部３２６の外側周囲にて下側壁部３１８の上
側に設けられており、内側に延設された上側環状棚状部３３０を上側端としており、当該



(24) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

棚状部３３０は、円形開口部３３２を形成している。
【０２１３】
　下側壁部３１８及び上側方向延設壁部３２８は、相互に直交状態にて交差している。
【０２１４】
　しかも、対称状態にある相向かい合う位置において、２個の直交開口区画３３３が形成
されると共に、その後側の領域にて、後方開口区画３３４が形成され、その結果、２個の
後側島状区画３３６及びアーチ型の前側区画３３８が実現するに至っている。
【０２１５】
　各後側島状区画３３６は、環状棚状部３３０を介して延設されている凹状区画３４０を
備えると共に、小開口部３４２を有している。
【０２１６】
　同様に、凹状区画３４４が前側区画３３８の下側壁部３１８の後方の中央部に備えられ
ており、かつ環状棚状部３３０を介して延設されている小開口部３４６を有している。
【０２１７】
　調合上側支持部３１６は、下側壁部３１８に対し、直交し、かつ囲んだ状態にて、当該
壁部３１８から延設されている４個の突起３４８、上側方向延設壁部３２８を備えると共
に、下側壁部３１８を介して延設されている階段状の開口部３５０を有している。
【０２１８】
　細長状開口部３５２は、下側壁部３１８のうち、前側区画３３８に設けられており、か
つ細長状開口部２４４及び同３１４と整列状態にある。
【０２１９】
　２個の突起３５１は、細長状開口部３５２と隣接し、かつ相互に向かい合う状態にて備
えられており、何れも、突出開口部３５３を有している。
【０２２０】
　このような配置状態の下に、鉤支持部２９０の上側連結板２９２は、突起３５１上に配
置され、かつ細長状開口部３５２を介して延設されている施錠板２９６を備えている。
【０２２１】
　ネジ（図示せず）は、開口部２９４を貫通し、かつ突出開口部３５３内に突入すること
によって、鉤支持部２９０を保持している。
【０２２２】
　２個の相互に離れた状態にある耳部３５４は、上側環状棚状部３３０の後方の相互に向
かい合う側方の位置から上側に延設されている。
【０２２３】
　耳部３５４の間における内側のスペースは、耳部２３５を挿入するために当該耳部３５
４の外側のスペースと同程度に設定されている。
【０２２４】
　耳部３５４は、上側端にて同軸方向に設定されている開口部３５６を備えており、当該
開口部３５６は、耳部２３５において同軸方向に設定されている開口部２３７と整列状態
に配置されている。
【０２２５】
　小耳部３５８は、各耳部３５４から後方側に延設されており、しかも直交開口部３６０
を有している。
【０２２６】
　このような配置構成の下に、拡大した機構図４３に示すように、回転軸３６２は、開口
部２３７及び３５６を貫通した状態にて延設されており、かつ調合下側支持部２０８に対
する調合上側支持部３１６を回転可能な状態にて載置している。
【０２２７】
　しかも、耳部２３５は、回転軸３６２上に回転可能な状態にて載置されている。
【０２２８】
　これに対し、耳部３５４は、回転軸３６２に固定されている。



(25) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

【０２２９】
　その結果、調合上側支持部３１６は、調合下側支持部２０８に相向かい合う段階、又は
離脱する段階の何れにおいても、回転軸３６２と共に回転することができる。
【０２３０】
　調合下側支持部２０８が固定状態にあることから、調合上側支持部３１６は調合下側支
持部２０８に対して旋回することに基づき、開口状態及び閉鎖状態の双方を実現すること
ができる。
【０２３１】
　図４３に示すように、第１交差腕３６４は、軸ピン３６６によって軸支された状態にて
各小耳部３５８の一方端に接続されている。
【０２３２】
　第２交差腕３６８は、軸ピン３６９によって軸支された状態にて、第１交差腕３６４の
反対側の他方端部に接続されている一方端を有しており、しかも第３交差腕３７０は、軸
ピン３７１によって軸支された状態にて、第２交差腕３６８の反対側に位置している他方
端に接続している。
【０２３３】
　第３交差腕３７０の他方端部は、フリーの状態にある。
【０２３４】
　コイル状引張バネ３７２は、第３交差腕３７０の側部に載置されている突起部３７４と
、第１交差腕３６４における開口部３７６との間に接続されている。
【０２３５】
　このような交差した状態による機構によって、調合上側支持部３１６においては、調合
下側支持部２０８から上側方向に旋回しかつ離脱することによって、開口状態を維持する
一方、調合下側支持部２０８に対して下側方向に旋回しかつ一体状態となることによって
、閉鎖状態を維持している。
【０２３６】
　図１、２６、４０、４４、及び４５に示すように、調合支持機構２０７は、前側被覆部
３７８を備えており、当該被覆部３７８は、調合上側支持部３１６の頂部に固着され、一
体となって移動している。
【０２３７】
　前側被覆部３７８は、湾曲前側端３８２及びカーブを描いた状態にて隆起している後側
部分を有している略矩形状の上側壁部３８０を備えている。
【０２３８】
　中央開口部３８６は、上側壁部３８０中に設けられており、かつ調合上側支持部３１６
の上側環状棚状部３３０内に位置している開口部３３２と整列状態を呈している。
【０２３９】
　透明な半球状屋根状部３８８は、中央開口部３８６における上側壁部３８０に固着され
ており、しかも突出状態を呈している下側環状部分３９０を備えている。
【０２４０】
　前記下側環状部分３９０は、上側壁部３８０の下側にて延設されている。
【０２４１】
　前側被覆部３７８が調合上側支持部３１６と一体になって結合している段階では、前記
突出状態を呈している下側環状部分３９０は、上側環状棚状部３３０内に位置している開
口部３３２の内側に挿入され、かつ当該開口部３３２の下側に伸長している。
【０２４２】
　矩形状小開口部３９２は、屋根状部３８８の上端かつ真後に位置し、しかも上側方向に
湾曲した後側矩形状壁部３８４の中央位置に備えられており、Ｔ字型開口部３９３は、屋
根状部３８８の後方にて前記小開口部３９２と相互に開口状態を形成しながら連結してい
る。
【０２４３】
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　狭幅矩形状壁部３９４は、上側方向に湾曲した後側矩形状壁部３８４の後端から更に後
方に延設されており、しかも上側壁部３８０と並行状態を呈している。
【０２４４】
　耳状壁部３９６は、狭幅矩形状壁部３９４から更に後方に延設されている。
【０２４５】
　側方壁部３９８は、上側壁部３８０の外側周囲から下方に延設されており、しかも上側
に湾曲した後側矩形状壁部３８４、狭幅矩形状壁部３９４及び耳状壁部３９６を囲んでい
る。
【０２４６】
　側方壁部３９８は、相互に反対方向に位置している矩形状切除区画４００を備えており
、当該区画４００は、調合上側支持部３１６の直交開口区画３３３と整列状態を呈してい
る。
【０２４７】
　４個の階段状突起４０２は、上側壁部３８０の下側面から延設されており、突出開口部
４０４を備えている。
【０２４８】
　階段状突起４０２は、調合上側支持部３１６の開口部３５０内に配置されており、ネジ
（図示せず）は、前側被覆部３７８を調合上側支持部３１６に固着している。
【０２４９】
　図４６－５１に即して説明するに、調合支持機構２０７は、部分的球形状である基礎壁
部４０８を有しており、当該壁部４０８は、調合下側支持部２０８における環状開口部２
１８を介して延設され、かつ下側延設案内壁部２２４に沿って案内されている。
【０２５０】
　環状棚状部４１０は、部分的球形状である基礎壁部４０８の上端から半径方向外側に延
設されており、調合下側支持部２０８の内側に延設されている円形棚状部２２２上に当着
している。
【０２５１】
　環状案内壁部４１２は、環状棚状部４１０の外側端から上側に延設されていると共に、
調合下側支持部２０８において垂直下方延設案内壁部２２０に面した状態にて当着してい
る。
【０２５２】
　隆起した状態にある環状溝部４１３は、環状案内壁部４１２の上側面に形成されている
。
【０２５３】
　お茶調合支持部４０６は、環状案内壁部４１２の外側面にて相向かい合う対称の位置に
結合耳部４１４が設けられており、各結合耳部４１４は、開口部４１６を有している。
【０２５４】
　前記開口部４１６においては、ネジ（図示せず）が挿入され、かつ各突出開口部２３０
内を貫通することによって、お茶調合支持部４０６を調合下側支持部２０８に結合してい
る。
【０２５５】
　２個の対称に相向かい合う案内壁部４１８は、部分的球形状である基礎壁部４０８の外
側面から延設されており、調合下側支持部２０８の導入開口部２３２内に当着している。
【０２５６】
　案内壁部４１８は、部分的球形状である基礎壁部４０８の内側面にてＬ字型凹部４１９
を形成している。
【０２５７】
　このような配置構成によって、下側被覆部３００は、調合下側支持部２０８及びお茶調
合支持部４０６の頂部上に当着している。
【０２５８】
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　お茶調合支持部４０６は、部分的球形状である基礎壁部４０８内にて２個の水注入開口
部４２０を備えており、当該開口部４２０を介して、水は後述の調合室内に噴入される。
【０２５９】
　２個のチューブ止着接続部４２２は、部分的球形状である基礎壁部４０８の下側の外側
面に形成されており、前記開口部４２０と連通状態を呈している。
【０２６０】
　このようにして、加熱水は図２４に示すように、水を加熱するヒータ１９２からチュー
ブ２００を介してＴ字型連結部２０２の一方側の注入部に流入し、更には、Ｔ字型連結部
２０２からチューブ４２４を通過する。
【０２６１】
　図５２に示すように、チューブ４２４は、Ｔ字型注入連結部材４２８（図５３）の注入
口４２６に接続されており、当該連結部材４２８は、第１流出突起４３０と第２流出口４
３２を備えている。
【０２６２】
　Ｔ字型注入連結部材４２８は、開口部４３６に対し横断状に結合し、かつ開口部４３６
を有し、かつ当該連結部材４２８と直交状態を呈している結合耳部４３４を備えており、
当該開口部４３６を介してネジ４３８は突起４４２の突出開口部４４０内に挿入される。
【０２６３】
　前記突起４４２は、各チューブ止着接続部４２２の反対側にて部分的球形状である基礎
壁部４０８の外側面から下側に延設されている。
【０２６４】
　このような結合による配置関係において、第１流出突起４３０は、チューブ止着接続部
４２２の両側に緊密な状態にて挿入され、各水注入開口部４２０に対し、加熱水の供給を
可能としている。
【０２６５】
　変形自在のチューブ４４４（図５２）は、Ｔ字型注入連結部材４２８の第２流出口４３
２から延設され、かつ調合機構６において反対側に配置されている注入接合部４４８（図
５４）の注入口４４６に接続されている。
【０２６６】
　注入接合部４４８は、他のチューブ止着接続部４２２内に緊密に挟着されている排出突
起４５０を有しており、その結果、各水注入開口部４２０に対し加熱水が供給されている
。
【０２６７】
　注入接合部４４８は、開口部４５４を有している直立した結合耳部４５２を備えており
、当該開口部４５４を介して、ネジ４５６が突起４４２の突出開口部４４０内に挿入され
かつ収容されている。
【０２６８】
　そして、前記突起４４２は、部分的球形状である基礎壁部４０８の外側面から下側に延
設されており、当該基礎壁部４０８はチューブの他方端との止着接続部４２２の相互に相
向かい合う側部に配置されている。
【０２６９】
　このような結合を伴う配置に基づき、排出突起４５０は、チューブの他方端との止着接
続部４２２内に緊密に挟着され、その結果、各水注入開口部４２０に対し加熱水を供給す
ることができる。
【０２７０】
　改めて図４６－５１を参照した場合、お茶調合支持部４０６が部分的球形状である基礎
壁部４０８の下側中央部に円形開口部４５８を更に備えていることを確認することができ
る。
【０２７１】
　環状壁部４６０は、円形開口部４５８から直交した状態にて延設され、かつ内側延設棚
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状部４６２の位置を下端としている。
【０２７２】
　そして、当該棚状部４６２は、下側に延設されている他の環状壁部４６４の位置を他方
端として結合している。
【０２７３】
　環状壁部４６４の下側端は、底側壁部４６６によって閉鎖されている。
【０２７４】
　対称状態にて相向かい合っている２個の薄型凹部区画４６８は、環状壁部４６０及び部
分的球形状である基礎壁部４０８の底部の位置に備えられており、かつ当該壁部４６０と
面した状態を呈している。
【０２７５】
　アーチ型凹部４７０は環状壁部４６４内に形成されており、かつ薄型凹部区画４６８と
整列状態を呈しており、かつ小開口部４７２が、底側壁部４６６のうち、前記凹部４７０
のやや外側位置に形成されている。
【０２７６】
　調合飲用液が小開口部４７２を介して流出することについては、後述する通りである。
【０２７７】
　チューブ止着接続部４７４は、底側壁部４６６の外側面の下側にて形成されており、し
かも小開口部４７２と連通状態を呈している。
【０２７８】
　突起４７６は、チューブ止着接続部４７４に対し相向かい合う両側の位置にて、部分的
球形状である基礎壁部４０８の外側表面から延設されており、何れも突出開口部４７８を
備えている。
【０２７９】
　図５５－５７に示すように、調合支持機構２０７は、お茶の葉支持リング４８０を備え
ている。
【０２８０】
　当該支持リング４８０は、お茶調合支持部４０６の頂部に当着しており、かつ環状案内
壁部４８４を有している環状頂部側方壁部４８２を備えている。
【０２８１】
　当該壁部４８４は、当該環状頂部側方壁部４８２から直交した状態にて延設されており
、かつ環状肩部４８６が形成されている内側周囲の領域に配置されている。
【０２８２】
　このような構成によって、環状案内壁部４８４は、お茶調合支持部４０６における環状
案内壁部４１２内に挟着されており、かつその下端は、環状棚状部４１０上に当接してい
る。
【０２８３】
　しかも、環状肩部４８６は、お茶調合支持部４０６における環状溝部４１３上に当着さ
れている。
【０２８４】
　お茶の葉支持リング４８０は、更に環状頂部側方壁部４８２の内側周辺から所定の角度
にて内側に延設されている環状案内壁部４８８を備えている。
【０２８５】
　調合飲用液を、お茶調合支持部４０６の小開口部４７２を介して、適切に吸引しかつ濾
過することを目的として、図５８－６３に示すように、網状お茶流出機構４９０が、環状
壁部４６０内に密着した状態にて挟着されており、しかも当該お茶調合支持部４０６にお
いて、内側延設棚状部４６２に当着している。
【０２８６】
　しかも、網状お茶流出機構４９０は、流量制御円盤４９２を備えており、当該円盤４９
２は、環状溝４９６を有している環状外側壁部４９４を備えている。
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【０２８７】
　流量制御円盤４９２の底部は、環状底側壁部４９８によって閉鎖されており、当該壁部
４９８は中央の円形凹領域５００を有しており、当該領域５００は、小開口部５０２を備
えている。
【０２８８】
　環状底側壁部４９８の外側周囲には、隆起した環状棚状部５０４が備えられている。
【０２８９】
　隆起した環状棚状部５０４の高さは、環状外側壁部４９４の高さよりも小さく、その結
果、隆起した環状棚状部５０４の上側表面は環状肩部５０６と接した状態にある。
【０２９０】
　例えば、８個という複数個の半径方向に延設されている横枠５０８は、環状壁部４６０
の内側面から更に内側に延設されており、その内側端部は、小開口部５０２を囲んだ状態
を呈している。
【０２９１】
　ゴム製リング５１０は、環状溝４９６の内側にて流量制御円盤４９２を囲んだ状態にて
延設されている。
【０２９２】
　小網状開口部５１４を有している網状遮蔽部５１２は、環状肩部５０６及び横枠５０８
上に配置されている。
【０２９３】
　そして、閉鎖板５１６は、網状遮蔽部５１２に当着した状態にて、流量制御円盤４９２
の環状外側壁部４９４内に着脱自在にて挿入されており、その結果、閉鎖板５１６の上側
面は、環状外側壁部４９４の上側面と同一平面を形成している。
【０２９４】
　閉鎖板５１６は、環状リング板５１８及び当該４個の等角度に配列されている横枠５２
０を備えており、当該横枠５２０は、環状リング板５１８から内側に延設され、中央にて
相互に結合した結果、四等分された開口部５２２を形成している。
【０２９５】
　かくして、網状お茶流出機構４９０が環状壁部４６０内に遮蔽状態にて挿入され、しか
もお茶調合支持部４０６における内側延設棚状部４６２に当着している段階では、中央の
円形凹領域５００は、底側壁部４６６よりもやや上側に配置されている。
【０２９６】
　その結果、調合された飲用液は、四等分された開口部５２２、網状遮蔽部５１２、小開
口部５０２を通過し、小開口部４７２から流出している。
【０２９７】
　銅製の注入接合部５２４（図６４及び６５）は、お茶調合支持部４０６の各水注入開口
部４２０に挿入されている。
【０２９８】
　各注入接合部５２４は、遮蔽リング（図示せず）が捲着する外側の円周状溝部を有する
下側筒状体５２６を備えている。
【０２９９】
　縮小径状の上側筒状体５３０は、下側筒状体５２６の上側に形成されており、円錐台区
画部５３２によって上側端を形成している。
【０３００】
　第１の径を有する貫通穴５３４は、下側筒状体５２６を貫通した状態にて第２の径を有
している貫通穴５３６と連通状態を形成しており、かつ上側筒状体５３０及び円錐台区画
部５３２を貫通している。
【０３０１】
　このような構成の結果、貫通穴５３６及び水注入開口部４２０を介して順次径が小さく
なる領域から流出する加熱水を加速するという噴流状態を実現することができる。
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【０３０２】
　図６６－７５に即して説明するに、調合機構６は、移動可能であって調合作業中に調合
原料を収容している調合室機構５３８を更に備えており、当該機構５３８は、お茶調合支
持部４０６内に移動し、かつ挿入されている。
【０３０３】
　移動可能な調合室機構５３８は、底側コップ状区画５４０と頂部屋根状被覆区画５４２
とを備えており、当該被覆区画５４２は、ヒンジ部５４４によって底側コップ状区画５４
０に蝶番状に結合しており、その結果、隆起した開放形態と下降した閉鎖形態との双方を
旋回によって実現することができる。
【０３０４】
　底側コップ状区画５４０は、一部切断タイプの球型コップ状体５４６を備えており、当
該コップ状体５４６は、外側環状棚状部５４８と内側環状棚状部５５０を備えている。
【０３０５】
　外側環状棚状部５４８は、前記底コップ状区画５４０の外側壁部からその上側端に対し
やや下側領域にて、外側に延設されており、内側環状棚状部５５０は、前記底側コップ状
区画５４０の内側壁部から、その上側端のやや下側領域にて内側に延設されている。
【０３０６】
　ヒンジ部５４４の関節部５５２は、コップ状体５４６の外側面から外側環状棚状部５４
８の開口部分に接続し、かつ当該開口部分を通過する状態にて外側に延設されており、し
かも貫通開口部５５４を備えている。
【０３０７】
　前記コップ状体５４６の底部は、大中央排出開口部５５６を備えており、当該開口部５
５６は、コップ状体５４６の環状底側壁部５５８によって部分的に閉鎖された状態となっ
ている。
【０３０８】
　環状底側壁部５５８は、閉鎖板５６０によって部分的に閉鎖されている。
【０３０９】
　前記閉鎖板５６０は、環状リング板５６２及び横枠板５６４によって形成されている。
【０３１０】
　前記横枠板５６４は、環状リング板５６２から内側に延設され、しかも中央部において
相互に結合し、かつ４個の等角度の配列によって、四等分された開口部５６６を形成して
いる。
【０３１１】
　閉鎖板５６０の厚みは、底側壁部５５８の厚みよりも小さい一方、閉鎖板５６０の底側
面は、底側壁部５５８の外側面と同一平面を形成している。
【０３１２】
　前記厚みの相違によって、環状リング板５６２の上面側に環状肩部５６７が形成されて
いる。
【０３１３】
　２個の点対称の状態にて相向かい合っているＬ字型案内壁部５６８は、一部切断タイプ
の球型コップ状体５４６の外側面から延設されており、調合作業の段階では、お茶調合支
持部４０６の案内壁部４１８によって形成されているＬ字型凹部４１９内にて着脱自在の
状態にて載置されている。　
【０３１４】
　更には、２個の点対称状態にて相向かい合った状態にて設置されている噴射開口部５７
０がＬ字型案内壁部５６８に対し、直角方向の位置にて一部切断タイプの球型コップ状体
５４６内に形成されている。
【０３１５】
　噴射開口部５７０は、前記コップ状体５４６の中央ラインから離れた状態にて配置され
ている。
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【０３１６】
　Ｌ字型案内壁部５６８がＬ字型凹部４１９内に嵌入された段階では、噴射開口部５７０
の下端は、各注入接合部５２４の貫通穴５３６との間にて外側を遮蔽状態とし、かつ相互
に連通状態としたうえで配置されている。
【０３１７】
　その結果、加熱水は、噴射開口部５７０を介して移動可能な調合室機構５３８内に噴出
されている。
【０３１８】
　調合原料と一体となっている加熱水において、渦流状態、より好ましくは、激しい乱流
状態を実現するために、噴射開口部５７０は、点５７１（図７５）の位置、即ち頂部屋根
状被覆区画５４２の頂部中央よりやや下側の位置に向かって、多少内側角度方向に設定さ
れている。
【０３１９】
　その結果、移動可能な調合室機構５３８内に流入した加熱水は、激しい乱流状態を形成
し、当該加熱水と調合原料とが強制的に混合し合うことになる。
【０３２０】
　渦流の場合には、水と調合原料とが同一速度及び同一方向にて流動するため、双方はあ
る程度の相互に混合し合う状態に至るが、十分な混合状態に至る訳ではない。
【０３２１】
　これに対し、乱流、特に激しい乱流の場合には、加熱水は流動方向の変化を伴いながら
調合原料内に流入し、加熱水と調合原料との間には多量の混合状態が発生することになる
。
【０３２２】
　底型コップ状区画５４０は、細長ハンドル５７２を更に備えており、当該ハンドル５７
２は、一部切断タイプの球型コップ状体５４６の上端から延設されており、ヒンジ部５４
４の関節部５５２と点対称にて相向かい合う位置にある。
【０３２３】
　このような前記ハンドル５７２によって、使用者は、移動可能な調合室機構５３８を調
合作業の後にお茶調合支持部４０６から除去することができ、しかも調合作業を開始する
場合には、移動可能な調合室機構５３８をお茶調合支持部４０６に配置することができる
。
【０３２４】
　前記ハンドル５７２は、調合上側支持部３１６における直交開口区画３３３又は前側被
覆部３７８における矩形状切除区画４００の何れか一方から突出した状態にて伸長してい
る。
【０３２５】
　円形の網状遮蔽部、即ち小網状開口部５１４を有している円形網状遮蔽部５１２は、環
状リング板５６２上に当接し、閉鎖機能を有する板、即ち閉鎖板５１６は、網状遮蔽部上
に配置され、環状底側壁部５５８内に着脱自在にて結合しており、その結果、閉鎖板５１
６の上側面は、環状底側壁部５５８の上側面と同一平面を形成している。
【０３２６】
　従って、前記閉鎖板５１６においては、環状リング板及び当該リング板から内側に延設
されている等角度に配列された横枠５２０は、中央にて結合し、かつ四等分された開口部
５２２を形成している。
【０３２７】
　頂部屋根状被覆区画５４２は、下側筒状区画５７６を有している透明屋根状部５７４を
備えており、当該区画５７６は、その上側部分がガラス又はプラスチック製の透明な一部
球型区画５７８によって閉鎖されている。
【０３２８】
　開口部５８０は、一部球型区画５７８の上側領域の中央位置に形成されている。
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【０３２９】
　環状壁部５８２は、一部球型区画５７８における開口部５８０の上側端から内側に延設
されており、更なる小型開口部５８４と接しており、かつ当該開口部５８４は、上側に傾
斜環状壁部５８６を有している。
【０３３０】
　環状スカート部５８８は、一部球型区画５７８の上側端部から開口部５８０を囲んだ状
態にて下側に延設されており、しかも開口部５８０よりも更なる大型開口部５８９と接し
た状態にあり、更には、環状肩部５９０との間にても接した状態にある。
【０３３１】
　環状棚状部５９２は、筒状区画５７６の下側端から短い距離を以って、外側に延設され
ており、しかも環状溝部５９４は、筒状区画５７６の一部領域のうち当該環状棚状部５９
２の下方の位置に形成されている。
【０３３２】
　短ハンドル５９６は、環状棚状部５９２から半径方向外側に延設されている。
【０３３３】
　２個の相互に離れた状態にある関節部５９８は、環状棚状部５９２から外側に延設され
ており、前記ハンドル５９６と点対称状態にて向かい合っており、しかも整列開口部６０
０を備えている。
【０３３４】
　このような配列構成の下に、ピン６０２が整列状態にある関節部５５２の開口部５５４
及び整列状態にある関節部５９８の開口部６００内に挿入され、その結果、頂部屋根状被
覆区画５４２は底側コップ状区画５４０と蝶番状態にて結合することができる。
【０３３５】
　しかも、Oリング６０３（図７５）は、溝部５９４内に挿入されている。
【０３３６】
　かくして、頂部屋根状被覆区画５４２が閉鎖状態にある場合には、環状棚状部５９２の
下側面は、底側コップ状区画５４０のうち、一部切断タイプの球型コップ状体５４６の上
側面に当着しており、しかも環状棚状部５９２の下側に位置している筒状区画５７６の一
部領域は、溝部５９４内のOリングに沿って、一部切断タイプの球型コップ状体５４６内
に嵌合しており、しかも前記コップ状体５４６の内側面に対し、Oリング６０３の介在に
よって遮蔽状態を形成している。
【０３３７】
　従って、本発明においては、移動可能な調合室機構５３８は、水を調合物内に効率的に
進入させるような配置が可能であり、特に当該物がお茶の葉である場合には、当該お茶の
葉から風味を効率的に抽出することができる。
【０３３８】
　このような作用効果は、移動可能な調合室機構５３８内に加熱水を補充し始める最初の
段階に空気が当該機構５３８から散逸する段階だけでなく、その後加熱水が当該機構５３
８内に補充され、かつ空気が当該機構５３８から散逸する際に、当該機構５３８を加圧す
ることによって実現されている。
【０３３９】
　このような作用効果によって、加熱水が補充されている段階では、移動可能な調合室機
構５３８の上側端において、外気又は蒸気の進入を封ずることができる。
【０３４０】
　噴射開口部５７０における加熱水の噴出及び移動可能な調合室機構５３８における加圧
の結果、当該機構５３８内に進入した加熱水の攪拌状態及び乱流状態を実現し、更には、
当該加熱水と調合物質との良好な混合状態を実現し、その結果、当該調合物からの風味を
効率的に抽出することができる。
【０３４１】
　このような作用効果を達成するため、タンク被覆リング６０４（図７５－７８）は、頂



(33) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

部屋根状被覆区画５４２の開口部５８０に圧着されている。
【０３４２】
　タンク被覆リング６０４は、外側環状壁部６０６を備えており、当該壁部６０６は、そ
の外側面に環状凸部６０８を備えている。
【０３４３】
　前記凸部６０８の外側面は、環状スカート部５８８の内側面を圧着しており、その結果
、開口部５８０との間にて遮蔽状態を形成している。
【０３４４】
　このような結合構成において、外側環状壁部６０６の下側端は、環状肩部５９０と同一
平面を形成している。
【０３４５】
　内向環状頂部壁部６１０は、外側環状壁部６０６の上側端と結合しており、しかも環状
壁部５８２の下側面と隣接している。
【０３４６】
　その結果、タンク被覆リング６０４が開口部５８０と結合した場合には、注入開口部６
１２は、頂部屋根状被覆区画５４２における更なる小型開口部５８４の下端部と同程度の
径を形成している。
【０３４７】
　内側にて環状を呈している内側環状案内壁部６１４は、弾性変形が可能であって、頂部
屋根状被覆区画５４２の内側端から内側に傾斜した所定の角度を以って下側に伸長し、し
かもその下側の環状端において、更なる小型開口部６１６を形成している。
【０３４８】
　図７５、７６及び７９-８３に示すように、タンク被覆遮蔽部６１８は、タンク被覆リ
ング６０４における外側環状壁部６０６内にて圧着されている。
【０３４９】
　しかも、タンク被覆遮蔽部６１８は、外側環状壁部６０６の内側径と同程度の外側径を
有している上側環状壁部６２０を備えており、前記圧着を実現している。
【０３５０】
　更には、タンク被覆遮蔽部６１８は、前記上側環状壁部６２０よりも大きな径を有して
いる下側環状壁部６２２を備えている。
【０３５１】
　中央環状接合壁部６２４は、上側環状壁部６２０と下側環状壁部６２２とを接続してお
り、かつ下側環状壁部６２２の外径と等しい外径を有する一方、上側環状壁部６２０の内
径と等しい内径を有している。
【０３５２】
　四等角度配分横枠６２６は、中央環状接合壁部６２４の下端表面から内側に延設されて
おり、しかも中央位置において相互に接続し合うことによって、四等分開口部６２８を形
成している。
【０３５３】
　図７５、７６、８２及び８３に示すように、環状結合板６３０が頂部屋根状被覆区画５
４２における環状スカート部５８８の下端を堅固に捲着した状態にて備えられており、当
該環状結合板６３０は、環状スカート部５８８を押圧することによって、タンク被覆リン
グ６０４及びタンク被覆遮蔽部６１８を保持している。
【０３５４】
　環状結合板６３０は、上側傾斜面６３２を備えており、当該傾斜面６３２は、頂部屋根
状被覆区画５４２に接続し、かつ環状結合板６３０における下側湾曲面６３４に隣接して
いる。
【０３５５】
　図７５、７６に示すように、閉鎖板５１６と同一構造である閉鎖板６３６は、下側環状
壁部６２２内に着脱自在にて結合しており、その上側面は、環状接合壁部６２４の下側中
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央面と隣接状態を呈している。
【０３５６】
　網状遮蔽部（図示せず）を閉鎖板６３６と環状接合壁部６２４との間に挟着することも
できる。
【０３５７】
　図７５、７６及び８４に示すように、流出頭部６３８は頂部屋根状被覆区画５４２の開
口部５８４内に挟着されている。
【０３５８】
　空気を除去するために、前側被覆部３７８が閉鎖された場合には、状況如何によっては
、加熱水が補充されている段階にある移動可能な調合室機構５３８から少量の余分な飲用
液が必要に応じて流出頭部６３８を介して流出されている。
【０３５９】
　前記各図面に示すように、流出頭部６３８は、筒状上側区画６４０、円錐台型下側区画
６４２及び側方開口部６４８を備えている。
【０３６０】
　前記下側区画６４２は、その下端部において開口状態を呈し得る開口部６４６を形成す
る中央軸状空洞部６４４を備えており、前記側方開口部６４８は、筒状上側区画６４０の
外側面を形成し、かつ前記軸状空洞部６４４の上側端と連通状態を呈している。
【０３６１】
　その結果、加熱水が補充されている段階では、空気は調合室区画５３８の上側端への強
制的な流動を余儀なくされ、更には開口部６４６、中央軸状空洞部６４４及び側方開口部
６４８を介して流出している。
【０３６２】
　余分な液体が存在する場合には、同じような流出状態が実現することになる。
【０３６３】
　変形しないチューブ６５０の一方端は、側方開口部６４８に接続され、当該チューブ６
５０の他方端は、回転軸３６２に軸支されている送風回転機構６５２に接続されている。
【０３６４】
　その結果、調合上側支持部３１６が前側被覆部３７８と共に、上側に押し上げられた段
階では、調合上側支持部３１６の旋回を原因として、回転軸３６２だけでなく、送風回転
機構６５２もまた旋回することになる。
【０３６５】
　流出頭部６３８が送風回転機構６５２に変形しないチューブ６５０によって接続されて
いることから、当該流出頭部６３８は、調合上側支持部３１６と共に上側に旋回すること
ができる。
【０３６６】
　従って、移動可能な調合室機構５３８は、調合作業の最終段階では、移動可能な調合室
機構５３８を除去することができると共に、当該調合室機構５３８を、調合用原料を改め
て充満したうえで、新たな調合作業を開始するために、お茶調合支持部４０６内にて、元
の位置に戻すこともできる。
【０３６７】
　後者の戻す場合には、調合上側支持部３１６及び前側被覆部３７８は、閉鎖状態の位置
に旋回して下降し、円錐台型下側区画６４２は、タンク被覆リング６０４の更なる小型開
口部６１６に嵌入されることによって、内側にて環状を呈している内側環状案内壁部６１
４との間にて弾性変形に基づく遮蔽状態を、着脱自在としたうえで実現することができる
。
【０３６８】
　図８４－８６に明瞭に示すように、送風回転機構６５２は、第１結合筒状部６５４を備
えており、当該第１結合筒状部６５４は、回転軸３６２に固着する一方、第１の径によっ
て設計されている軸状開口部６５６を有している。
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【０３６９】
　第２空気室筒状部６５８は、第１結合筒状部６５４よりも大きな径を有している中央軸
状開口部６６０を備えており、回転軸３６２の周囲に配置されており、しかも第１結合筒
状部６５４と同軸上に配列されている。
【０３７０】
　中央の軸状開口部６６４を有している直交パイプ６６２は、中央軸状開口部６６０に対
し、第２空気室筒状部６５８内の側方開口部６６６を介して連通状態にて接続している。
【０３７１】
　そして、変形しないチューブ６５０の他方端は、直交パイプ６６２の自由端に結合して
いる。
【０３７２】
　このように、第１結合筒状部６５４が回転軸３６２と固着していることから、前側被覆
部３７８が上側に持ち上げられる段階では、送風回転機構６５２は、回転軸３６２と共に
旋回し、その結果変形しないチューブ６５０及び流出頭部６３８もまた一体をなして旋回
している。
【０３７３】
　しかも、加熱水が移動可能な調合室機構５３８を順次補充する場合には、当該機構５３
８内の空気は、順次上側に移行し、かつ流出頭部６３８、変形しないチューブ６５０及び
送風回転機構６５２の第２空気室筒状部６５８を介して外部に散逸することができる。
【０３７４】
　図８４、８７及び８８に示すように、空気循環接続部６６８は、回転軸３６２の周囲に
取り付けられている。
【０３７５】
　空気循環接続部６６８は第１結合筒状部６７０を備えており、当該筒状部６７０は、第
１の径によって設計されている中央軸状開口部６７２を備え、かつ回転軸３６２に遮蔽を
実現する接触状態を伴って固着している。
【０３７６】
　第２空気室接続筒状部６７４は、中央軸状開口部６７６を備えており、当該軸状開口部
６７６は、前記中央軸状開口部６７６の径よりも大きな径を有し、かつ回転軸３６２の周
囲を囲んだ状態にて配置されており、しかも同軸状態にある第２空気室筒状部６５８と遮
蔽を実現する接触状態を伴って結合している。
【０３７７】
　軸状開口部６８０を有している直交パイプ６７８は、第１結合筒状部６７０の外側面と
結合し、中央軸状開口部６７６に対し、第１結合筒状部６７０内の側方切除部６８２を介
して連通状態にて接続している。
【０３７８】
　図８９に示すように、チューブ６８４は、一方端にて中央軸状開口部６８０と連通状態
にある直交パイプ６７８の自由端に接続し、他方端にて第１電磁弁６８６の流入側と接続
している。
【０３７９】
　前記第１電磁弁６８６の排出側は、チューブ６８８の一方端と接続している。
【０３８０】
　チューブ６８８の他方端は、Ｔ字型接合部６９２の流入口６９０と接続している。
【０３８１】
　Ｔ字型接合部６９２の上側流出口６９４は、チューブ６９６に接続しており、当該チュ
ーブ６９６の自由端側は外気への排出口を形成している。
【０３８２】
　Ｔ字型接合部６９２の下側流出口６９８は、チューブ７００に接続しており、当該チュ
ーブ７００は、Ｔ字型中空状周囲壁部２６の関節部５０に接続している。
【０３８３】
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　既に説明したように、関節部５０の下側端が開口する一方、アーチ型の案内壁部５２を
備えており、その結果、当該関節部５０を介して供給された色々な飲用液は、排出側に配
置されている平板によるコップ体支持部４０の側に流動している。
【０３８４】
　第１電磁弁６８６は、マイクロプロセッサー７０２（図８９）によって制御されており
、当該マイクロプロセッサー７０２は機械部２を収容している後側パネル７０４に載置さ
れている。
【０３８５】
　移動可能な調合室機構５３８の上側領域における空気は、当該機構５３８に加熱水が補
充する当初の段階では当該機構５３８から流出されているが、このような流出状態は、重
要事項として着目に値する。
【０３８６】
　即ち、上記流出によって、移動可能な調合室機構５３８の上端においては、当該機構５
３８を加熱水が補充している段階では、蒸気の進入が排斥することができる。
【０３８７】
　しかも、移動可能な調合室機構５３８は、前記のように、加熱水が補充され、当該機構
５３８から空気が散逸することによって、加圧状態に至っている。
【０３８８】
　その結果、前記調合室機構５３８内の圧力は、加熱水に対しお茶の葉内に強制的に進入
するように作用し、短時間のうちに、お茶の葉から香料を効率的に抽出することができる
。
【０３８９】
　前記作用に関連して、マイクロプロセッサー７０２は、第１電磁弁６８６が移動可能な
調合室機構５３８内に加熱水を補充している段階に空気を当該機構５３８から流出させる
という作用に対する制御を行っている。
【０３９０】
　流出する空気は、チューブ６９６を介して外気側に散逸されている。
【０３９１】
　移動可能な調合室機構５３８内の加熱水のレベルが所定の高さに至った場合には、マイ
クロプロセッサー７０２が第１電磁弁６８６を閉鎖状態とし、その結果、空気の更なる散
逸は抑制される。
【０３９２】
　但しこの段階では、加熱水の補充を原因として、空気は依然として前記機構５３８から
外側に移動しようとしている。
【０３９３】
　その結果、空気は、前記機構５３８と第１電磁弁６８６の間に閉じ込められることにな
る。
【０３９４】
　そして、前記機構５３８内に加熱水が更に流入することによって、閉じ込められた空気
は加圧され、しかも加熱水の当該機構５３８からの排出が抑制された状態にあることから
、当該加熱水は、当該機構５３８を加圧することになる。
【０３９５】
　調合作業の終了段階では、加熱水は、移動可能な調合室機構５３８内に更に流入せず、
加熱水の当該機構５３８内におけるレベルは低下し始める。
【０３９６】
　そのような低下の段階では、既に当該機構５３８内に大量の調合飲用液が形成され、し
かも加圧された空気は、再び当該機構５３８内に進入する。
【０３９７】
　上記進入の根拠は、当該機構５３８内の圧力よりも加圧された空気の圧力の方が大きい
ことにある。
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【０３９８】
　しかも、大きな圧力を有する空気の再進入に伴う押圧力によって、残留している調合飲
用液が引力によって移動可能な調合室機構５３８から落下するという作用が助長されるこ
とになる。
【０３９９】
　移動可能な調合室機構５３８が既に飲用液が加圧状態にある空気と一体となって散逸す
る段階では、当該飲用液は、開口状態にある第１電磁弁６８６を介して、Ｔ字型接合部６
９２を通過し、かつチューブ７００を介して外部に散逸する。
【０４００】
　移動可能な調合室機構５３８内に残留している調合飲用液のレベルが相当程度下降した
場合には、第１電磁弁６８６は再び開口状態に至るが、その段階では、当該機構５３８内
の圧力は依然として、残留する飲用液を押圧して排出するという作用を発揮している。
【０４０１】
　移動可能な調合室機構５３８から調合飲料を提供するために、調合作業が終了した後の
段階では、当該機構５３８の底側コップ状区画５４０の四等分された開口部５６６から調
合飲料が散逸する。
【０４０２】
　更に、その後調合飲料は、お茶調合支持部４０６内の小開口部４７２から放出される。
【０４０３】
　図９０及び９１に示すように、流出接合部７０６は、お茶調合支持部４０６の底部に接
続している。
【０４０４】
　流出接合部７０６は、流入区画７０８を備えており、当該区画７０８は、接続翼状部７
１０を相向かい合う両側に備えており、かつ当該翼状部７１０は、ネジ（図示せず）を挿
貫する開口部７１２を有している。
【０４０５】
　前記ネジは、お茶調合支持部４０６の突起４７６における突出開口部４７８内に突出し
た状態にて収容されている。
【０４０６】
　流入区画７０８は、中央突起７１４を備えており、当該突起７１４は、お茶調合支持部
４０６のチューブ止着接続部４７４内に挟着されている軸状開口部７１６を有している。
【０４０７】
　その結果、小開口部４７２から散逸した調合飲料は、軸状開口部７１６を介して排出さ
れている。
【０４０８】
　流出接合部７０６は、流出区画７１８を有しており、当該区画７１８は、軸状開口部７
１６と連通し、かつ当該軸状開口部７１６と直交状態にある流出穴７２０を備えている。
【０４０９】
　変形可能なチューブ７２２の一方端は、流出穴７２０に接続しており、他方端は、第２
電磁弁７２４の注入口に接続しており、当該第２電磁弁７２４の他方端は、チューブ７２
６の一方端と接続している。
【０４１０】
　第２電磁弁７２４は、機械部２を収容している後側パネル７０４に載置されているマイ
クロプロセッサー７０２によって制御されている。
【０４１１】
　チューブ７２６の他方端は、排出接合部７２８（図９２）に接続しており、当該接合部
７２８は、ネジ（図示せず）が貫通する開口部７３４及び流出区画７３０を備えており、
かつ当該流出区画７３０は、側方にて相互に相向かい合っている接続翼状部７３２を有し
ている。
【０４１２】
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　流出区画７３０は、軸状排出開口部７３８を有している中央突起７３６を備えている。
【０４１３】
　排出接合部７２８は、流入区画７４０を備えており、当該区画７４０は、軸状排出開口
部７３８と連通状態にあり、かつ当該軸状排出開口部７３８と直交している流入穴７４２
を有している。
【０４１４】
　変形可能なチューブ７２２の他方端は、流入穴７４２に接続している。
【０４１５】
　図２及び図９３－９６に示すように、排出接合部７２８は、流出被覆部７４４に接続し
ており、当該被覆部７４４は、収容室８の前側に位置している下側開口部７４６内に取り
付けられており、かつ当該開口部７４６から一部延設された状態にある。
【０４１６】
　流出被覆部７４４は、円錐台型コップ状壁部７４８を備えており、当該壁部７４８は、
環状底側壁部７５０によって下側端の一部は、閉鎖された状態にある。
【０４１７】
　当該環状底側壁部７５０は、中央開口部７５２を備えているが、当該中央開口部７５２
を貫通した状態にて、排出接合部７２８の中央突起７３６が延設されている。
【０４１８】
　このような延設によって、調合飲料が受け台７５４（図１）上に位置しているコップ又
は同様の形態物に提供されている。
【０４１９】
　前記受け台７５４は、複数の穴７５６を備えており、かつＴ字型中空状周囲壁部２６の
前面に位置している平板状コップ支持部４０上に載置されている。
【０４２０】
　円錐台型コップ状壁部７４８及び環状底側壁部７５０は、下側開口部７４６から延設さ
れている。
【０４２１】
　流出被覆部７４４は、中央開口部７５２の両側に相向かい合う２個の突起部７５８を有
している。
【０４２２】
　前記突起部７５８は、排出接合部７２８の接続翼状部７３２とネジ（図示せず）を介し
て結合するための突出開口部７６０を有している。
【０４２３】
　前記ネジは、排出接合部７２８の開口部７３４を介して伸長し、かつ突出開口部７６０
を貫通している。
【０４２４】
　流出被覆部７４４は、点対称状に相向かい合っている支持翼状部７６１を備えており、
当該翼状部７６１は収容室８の前側面の頂部に当着している。
【０４２５】
　穴を有している２個の隆起型中空状基台７６２は、ネジ（図示せず）によって、流出被
覆部７４４を収容室８に結合するための開口部７６４を有しており、当該ネジは、収容室
８の前側端表面の上側に位置している突起部７６８内の突出開口部７６６内を貫通した状
態にて伸長している。
【０４２６】
　調合作業の間に、ユーザーは、移動可能な調合室機構５３８内における調合原料に対す
る乱流を伴う攪拌作用を、当該機構５３８の透明な一部球型区画５７８及び前側被覆部３
７８の透明な半球状屋根状部３８８を介して注視することができる点が着目されねばなら
ない。
【０４２７】
　但し、前記機構５３８内の加熱水の熱によって、透明な半球状屋根状部３８８及び／又
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は透明な一部球型区画５７８は、霧が充満した状態と化し、前記のような乱流を伴う攪拌
作業に対する目視が妨げられる場合がある。
【０４２８】
　本発明においては、送風器７７４（図４３及び８４）は、回転軸３６２の後方及び下方
に配置されている。
【０４２９】
　テーパ状送風器導入接合部７７６（図９７）は、送風器７７４の出力側と結合しており
、当該接合部７７６の開口出力側端は、回転軸３６２の真下の位置を端部としている。　
このような配置の目的は、透明な半球状屋根状部３８８と透明な一部球型区画５７８の間
の空間に調合作業中空気を吹き付けることにある。
【０４３０】
　このような吹き付けによって、透明な半球状屋根状部３８８及び／又は透明な一部球型
区画５７８が調合作業中に霧が充満した状態に至ること、又は結露することを防止するこ
とができる。
【０４３１】
　送風器７７４に代えて、又はこれに加えて、例えば加熱ワイヤー又は類似の物を使用し
ている加熱器（図示せず）もまた採用可能であって、その場合には、屋根状部３８８及び
一部球型区画５７８の一方又は双方に対し霧が充満した状態の発生を防止する温度を提供
することになる。
【０４３２】
　調合作業を開始し、かつ制御するために、調合飲料供給装置２は、既に説明したマイク
ロプロセッサー７０２、映像表示部７７８及び制御用把手又はボタン７８２を備えている
。
【０４３３】
　前記映像表示部７７８は、収容室８内の開口部７８０を介して目視することができ、前
記制御用把手又はボタン７８２は、収容室８内の開口部７８４を介して延設されている。
【０４３４】
　マイクロプロセッサー７０２は、第１電磁弁６８６及び第２電磁弁７２４、水ポンプ１
７２、水を加熱するヒータ１９２、空気ポンプ２０６、送風器７７４及び映像表示部７７
８に接続されており、これらの作動に対する制御を行っている。
【０４３５】
　そして、制御用把手又はボタン７８２は、マイクロプロセッサー７０２における制御を
操作しており、当該制御の結果は、映像表示部７７８によって表示されている。
【０４３６】
　しかも、映像表示部７７８は、マイクロプロセッサー７０２の制御によって、水の温度
、調合時間、移動可能な調合室機構５３８において設定された圧力、例えば調合作業が現
在行われているか否かという前後状況、残る調合時間、更には、他のパラメータ等に関す
る情報の表示を行っている。
【０４３７】
　制御用把手又はボタン７８２においては、映像表示部７７８の映像表示状態に従ってボ
タンを押す操作と当該把手又はボタン７８２を回転する操作との結合によって前記制御に
必要な作業が行われている。
【０４３８】
　従って、例えば調合作業の開始段階においては、最初の映像に表示する要求に基づいて
、ユーザーに対し、制御用把手又はボタン７８２の回転によって増減できる調合時間につ
いて問い合わせることができる。
【０４３９】
　従って、ユーザーは、所望の設定状態が実現され、しかもそのような状態が映像表示部
７７８上に表示されている場合には、制御用把手又はボタン７８２を押せば良い。
【０４４０】
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　他方、映像表示部に基づく操作によって、ユーザーは、例えば温度、圧力、お茶の葉の
大きさ等の各設定を継続して実現することができる。
【０４４１】
　更には、ユーザーは、映像表示部７７８において、所望の調合原料につき、マイクロプ
ロセッサー７０２の記録部に予め記録されている設定状態、例えば、予め既に記録されて
いるか、又はユーザーの選択によって予め設定されているお茶の格別なタイプ等について
表示させることができる。
【０４４２】
　このように、既に記録されているか又はユーザーの選択に基づいて予め設定されたパラ
メータが存在するが、ユーザーは、これらのパラメータを自らの好みに応じて設定するこ
とができる。
【０４４３】
　操作に際し、押圧ボタン２８２は、前側被覆部３７８を開放し、かつ開口状態とするた
めに、内側に押圧される。
【０４４４】
　移動可能な調合室機構５３８の頂部屋根状被覆区画５４２は、底側コップ状区画５４０
から隆起した状態に至り、例えば並みの大きさのお茶の葉のような調合原料が挿入された
後に、前記頂部屋根状被覆区画５４２が閉鎖される。
【０４４５】
　次に、移動可能な調合室機構５３８は、お茶調合支持部４０６内に挿入される。
【０４４６】
　このような配置によって、前記機構５３８の噴射開口部５７０は、お茶調合支持部４０
６の水注入開口部４２０と密封状態に必要な整列状態に至り、その結果、加熱水を前記機
構５３８内に噴入することができる。
【０４４７】
　水タンク４は、被覆部１０６を外したうえで水を注入するか、又は当該タンク４自体を
台所又は同様の場所に移動したうえで同様の注入を行い、かつ元の位置に戻すことによっ
て、水の補充が行われている。
【０４４８】
　水を補充させるために水タンク４を移動する場合には、水の散逸を防止するために、タ
ンク弁１２０は、底側開口部１１４を閉鎖する。
【０４４９】
　水タンク４がＴ字型中空状周囲壁部２６内に挿入された場合には、タンク弁１２０は、
弁作動部８６の弁作動用突起部９４によって開放状態に至り、その結果、底側開口部１１
４を介して水が放流される。
【０４５０】
　その後、ユーザーは、制御用把手又はボタン７８２による調合作業に必要なパラメータ
を設定し、かつ映像表示部７７８によって表示される方法に従って、当該把手又はボタン
７８２を押すことによって調合を開始する。
【０４５１】
　その際、第１電磁弁６８６は、水が移動可能な調合室機構５３８内にて補充される段階
では、空気を当該機構５３８から散逸させるために、マイクロプロセッサー７０２によっ
て開放状態に設定されている。
【０４５２】
　他方、第２電磁弁７２４は、前記機構５３８から飲用液の散逸を防止する段階に至った
段階では、マイクロプロセッサー７０２によって閉鎖状態に設定されている。
【０４５３】
　しかも、水ポンプ１７２は、マイクロプロセッサー７０２の制御によって水タンク４か
ら水を加熱するヒータ１９２を介して水を移送しているが、当該ヒータ１９２もまたマイ
クロプロセッサー７０２によって制御されている。
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【０４５４】
　水を加熱するヒータ１９２によって加熱された水の温度は、当該ヒータ１９２の開閉時
間及び当該ヒータ１９２内の加熱コイルを介した電流の程度によって左右される。
【０４５５】
　前記制御においては、水を加熱するヒータ１９２又は当該水の下流側に温度センサー（
図示せず）を設けたうえで、加熱水の温度につき、マイクロプロセッサー７０２に温度信
号を伝達することが好ましい。
【０４５６】
　水ポンプ１７２の作用によって、ヒータ１９２内にて加熱された水は、お茶調合支持部
４０６の水注入開口部４２０、当該開口部４２０における各注入接合部５２４、及び移動
可能な調合室機構５３８の楕円形状を呈しているコップ状体５４６内に形成されている噴
射開口部５７０を貫通する状態にて圧力によって移送されている。
【０４５７】
　各噴射開口部５７０は、やや内側を向くような角度方向に配置されており、当該角度方
向の延長線は、頂部屋根状被覆区画５４２の頂部中央のやや下の位置である点５７１と交
差している。
【０４５８】
　このような配置の下に、噴出された加熱水の圧力を原因として、移動可能な調合室機構
５３８内のお茶の葉又は他の調合原料に対して作用する渦流、及びより好ましくは、乱流
を伴う攪拌状態を形成することができる。
【０４５９】
　加熱水が、前記機構５３８を補充する段階では、当該機構５３８内の水位センサー（図
示せず）がマイクロプロセッサー７０２に水位の信号を伝達している。
【０４６０】
　前記機構５３８が水によって補充されると同時に、前記機構内の空気は、第１電磁弁６
８６を介して散逸し、しかもチューブ６８８、Ｔ字型接合部６９２、及びチューブ６９６
を介して外気側に排出されている。
【０４６１】
　移動可能な調合室機構５３８の頂部を介して飲用液を排出する段階では、当該飲用液は
、第１電磁弁６８６、及びチューブ６８８、Ｔ字型接合部６９２及びチューブ７００を通
過して排出されている。
【０４６２】
　移動可能な調合室機構５３８内にて空気の排出を伴う当該機構５３８内の水の補充が所
定のレベルに至ったことを水位センサーが感知した場合には、第１電磁弁６８６が閉鎖さ
れる。
【０４６３】
　この段階では、閉鎖された第１電磁弁６８６と前記機構５３８の開口した頂部との間の
空間領域には、空気及び／又は水が残留している。
【０４６４】
　前記機構５３８を水が更に補充された段階では、前記空間領域に移動した空気は加圧さ
れ、その結果、当該機構５３８の頂部から水が散逸することを防止する一方、当該機構５
３８内の加熱水に対する加圧に寄与することになる。
【０４６５】
　しかも、このような加圧状態によって、加熱水を補充する期間中、前記機構５３８の上
側端における空気又は水蒸気の進入を封鎖することができる。
【０４６６】
　前記機構５３８内において、加熱水を、所定の傾斜角度に沿って噴射し、かつ加圧する
ことによって、加熱水は、調合物内に効率的に進入し、特に当該物がお茶の葉である場合
には、お茶の葉から効率的に風味を抽出することができる。
【０４６７】
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　しかも、前記機構５３８内に注入された加熱水に対する乱流を伴う攪拌が行われた場合
には、調合物と加熱水とが良好な混合状態に至り、調合物から更に効率的な風味の抽出が
可能となる。
【０４６８】
　前記混合の段階では、水ポンプ１７２は、前記機構５３８に対する水の供給動作を継続
している。
【０４６９】
　但し、加熱水が充満するような容量に達した場合には、水ポンプ１７２は、専ら前記機
構５３８内の加熱水に対する加圧作用に終始し、その結果、当該水と調合原料との相互作
用は更に促進されることになる。
【０４７０】
　十分な調合時間が経過し、その結果、調合物から風味が十分抽出されるに至った段階で
は、第２電磁弁７２４が開口し、かつ排出接続部７２８の中央突起７３６に調合飲料が少
しづつ供給され、更には、調合飲料は、受け台７５４上に位置しているコップ又は同種類
の容器に供給されることになる。
【０４７１】
　上記調合時間は、滞留時間、即ち水が排出されるに至るまでに、調合原料と接触状態に
ある時間の長さ、又は攪拌時間、即ち水及び調合原料が相互に攪拌状態となっている時間
の長さによって左右される。
【０４７２】
　調合時間中、加熱水は、移動可能な調合室機構５３８に依然として供給されている。
【０４７３】
　例えば、仮に当該機構５３８が２オンス分の容量しか有していないのに対し、コップ又
は水差しにおける所望の容量が８オンスである場合には、加熱水の供給は、必要な量だけ
継続されることになる。
【０４７４】
　十分な量の加熱水が供給された場合には、マイクロプロセッサー７０２は、水ポンプ１
７２の作動を閉鎖するような制御を行う。
【０４７５】
　当該制御と同時に、マイクロプロセッサー７０２の作用によって、空気ポンプ２０６が
前記機構５３８の一部切断タイプの球型コップ状体５４６内に形成されている噴射開口部
５７０を介して空気を移送している。
【０４７６】
　このような空気の移送は、前記機構５３８から調合飲用液を流出するような空気圧を形
成すること、及びＴ字型の接続部２０２及び噴射開口部５７０に至るまでの一連の流通ラ
インから飲用液を排出しながら清掃するという双方の目的に寄与している。
【０４７７】
　換言するならば、強制的に移送されている空気は、前記機構５３８内の飲用液を介して
上昇し、当該機構５３８の頂部に至り、その結果、当該空気は、前記機構５３８から調合
飲用液を排出することに寄与している。
【０４７８】
　強制的に移送されている空気は、例えば、３４°Ｆ（華氏３４度）のような調合飲料を
冷却し、かつ凍結させないような温度にするとよい。
【０４７９】
　このような冷却空気は、アイスティー、アイスコーヒー又は同様の冷却された飲料を調
合するために供給されている。
【０４８０】
　空気ポンプ２０６が作動している前記時期においても、第１電磁弁６８６は、依然とし
て閉鎖されており、その結果、移動可能な調合室機構５３８の頂部開口端と当該第１電磁
弁６８６間にて加圧された空気は、前記機構５３８から調合飲料を押し出すことに寄与し



(43) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

ている。
【０４８１】
　調合飲用液が前記機構５３８から押し出された場合には、第１電磁弁６８６が再び開口
する一方、第２電磁弁７２４が閉鎖する。
【０４８２】
　そして、押圧ボタン２８２は、前側被覆部３７８を開放し、かつ開口するために内側に
押され、その結果、移動可能な前記機構５３８は、他の調合作業のために除去されること
になる。
【０４８３】
　本発明においては、特許請求の範囲（クレーム）の範囲内において、様々な変形がある
。
【０４８４】
　例えば、押圧ボタンによる施錠機構に代えて、図９８に示すような回動型施錠機構７８
６もまた採用することができる。
【０４８５】
　回動型施錠機構７８６は、調合上側支持部３１６の前方から外側に延設されている突起
部７８８を備えており、当該突起部７８８は、アーチ型の溝部７９０を有している。
【０４８６】
　他の突起部７９２は、調合下側支持部２０８の前面から外側に延設されており、直交す
る方向に延設されているピン７９４を備えている。
【０４８７】
　施錠ハンドル７９６は、一方端にて、ピン７９４によって軸支されており、Ｕ字型ワイ
ヤー留金７９８は、下側自由端８００を有している。
【０４８８】
　前記下側自由端８００は、ピン７９４の下側の位置にて内側に向かう状態を形成し、か
つ施錠ハンドル７９６の側部を軸支した状態にて取り付けられている。
【０４８９】
　このようにして、調合作業の段階にて施錠する場合には、施錠ハンドル７９６は、ピン
７９４の軸支の下に上側に回動し、しかも、Ｕ字型ワイヤー留金７９８は、アーチ型の溝
部７９０内に配置されている。
【０４９０】
　しかも、施錠ハンドル７９６は、ピン７９４の軸支の下に下側に回動し、調合作業の段
階では、調合下側支持部２０８及び調合上側支持部３１６を施錠することができる。
【０４９１】
　浮上センサーが水タンク４内に組み込まれ、ユーザーに対し、更に水を加えるべきであ
るという情報を提供するという好ましい変形による実施形態を採用することができる。
【０４９２】
　前記浮上センサーは、マイクロプロセッサー７０２と接続し、しかもユーザーに対し、
映像表示部７７８を介して情報を提供することが好ましい。
【０４９３】
　このような場合、仮に、浮上センサーが装置２が作動するには水が不十分であると判定
した場合には、マイクロプロセッサー７０２は装置２における故障を防止するために、当
該装置２の作動を中止させることになる。
【０４９４】
　調合室機構５３８は、必ずしも移動可能である必要はなく、寧ろ所定の位置に固定する
ことも可能である。
【０４９５】
　これまで水を、調合物と混合する液体として説明を行っているが、本発明は、そのよう
な構成に限定されている訳ではなく、他の適当な液体を利用することができる。
【０４９６】



(44) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

　例えば、アルコール、油等を調合原料から風味又は活性要素を抽出するための液体とし
て使用することができる。
【０４９７】
　更には、第１電磁弁６８６は、流出頭部６３８に置換して利用することができる。
【０４９８】
　上記置換の根拠は、透明半球状屋根状部３８８及び５７４を目視した場合に動的（ダイ
ナミック）な動きによる審美的効果を発揮し得ることにある。
【０４９９】
　噴霧器９００（図３）を排出接合部７２８の下端に設けるという更に変形した実施形態
の場合には、お茶が軸状排出開口部７３８から排出する際、噴霧器９００が飲用液である
お茶を霧のような液滴に細分化することができる。
【０５００】
　その結果、加熱されたお茶は、急速に冷却され、氷を備えたグラス内に供給することが
できる。
【０５０１】
　その根拠は、液滴状となったお茶のより大きな表面積によって外気に晒された場合には
、急速に冷却されることにある。
【０５０２】
　しかも、お茶が氷と接触する前に、相当程度冷却しているため、お茶は、グラス内の氷
を完全に溶かす訳ではない。
【０５０３】
　噴霧器９００は、通常採用されている噴霧器であれば、どのような形態であっても採用
することができる。
【０５０４】
　噴霧器９００としては、例えば液状飲用物が通過することによって、微細な噴霧状態と
するような微細な孔を備えた遮蔽物（図示せず）という単純な構成も採用可能である。
【０５０５】
　このような構成とは別に、例えば、噴霧器９００は、良く知られているベンチュリ効果
を利用することもできる。
【０５０６】
　その場合には、気体が順次断面積が減少するようなチューブ又はベンチュリ管を所定の
圧力の下に噴出される際、噴出速度が上昇し、所謂ベルヌーイの定理によって最も断面積
が小さい位置において圧力が低下している。
【０５０７】
　このような圧力低下によって、飲用液が存在する場所との圧力の相違が発生し、飲用液
は、収容室形成用胴部側から吸収されるか、又は前記胴部側から流出し、チューブのうち
の最も狭い領域を介して流動している気流中に流動し、微細な噴霧状態の液滴となって噴
出され、通常使用されている香水に対する噴霧器と同じような状態を呈することになる。
【０５０８】
　本出願発明における屋根型に関しては、透明であることを必要とするが、特に部分的な
球状形態に限定される訳ではなく、どのような形状及び大きさであっても良い。
【０５０９】
　図９９－１１０は、更に変形調合飲料供給装置１００２を開示している。
【０５１０】
　上側の軸支された機構として、押圧ボタン２８２に代えて、旋回ハンドル機構１００４
が設けられており、その場合には、調合機構６は施錠の対象とならない。
【０５１１】
　即ち旋回ハンドル機構１００４は、概略Ｕ字型ハンドル１００６を備えており、しかも
当該ハンドル１００６は、面接状自由端１００８を有している。
【０５１２】
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　接続棒１０１０は、ネジ１１１１によって、ハンドル１００６の面接状自由端１００８
の間に固着されており、当該接続棒１０１０は、変形調合上側支持部１０１４（図１０７
及び１０８）から延設されているＵ字型棒支持部１０１２上に旋回可能な状態にて当着し
ている。
【０５１３】
　２個のＺ字型押付部材１０１６は変形調合上側支持部１０１４と結合しており、それぞ
れアーム１０１６ａを有している。
【０５１４】
　前記アーム１０１６ａは、接続棒１０１０の上側の位置にて、Ｕ字型棒支持部１０１２
を横断する状態にて設置されており、かつ接続棒１０１０の係着位置からの離脱を防止し
ている。
【０５１５】
　従って、接続棒１０１０は、変形調合上側支持部１０１４に接続されていることに基づ
き、上側方向に隆起しており、かつ変形調合上側支持部１０１４が当該支持部１０１４の
後部に位置している耳部１０１７を軸とする旋回を可能とし、当該旋回の結果、移動可能
な調合室機構の挿入及び移動が実現可能となる。
【０５１６】
　図１０７に示すように、変形調合上側支持部１０１４は、前方端中央にて、下側延長凹
部１０１８を備えている。
【０５１７】
　前記凹部１０１８は、下側延設後側壁部１０２０、下側延設前側壁部１０２２、これら
の壁部１０２０及び１０２２と接続し、かつ相向かい合う状態にて下側に延設されている
側方壁部１０２４、及びこれらの壁部１０２０、１０２２、１０２４と接続している底側
壁部１０２６によって構成されている。
【０５１８】
　Ｕ字型棒支持部１０１２は、凹部１０１８の後端であって、後側壁部１０２０の前側に
位置している側方壁部１０２４の外側に配置され、かつ上側に延設されており、その結果
、接続棒１０１０は、凹部１０１８上に架設されている。
【０５１９】
　図１０４に示すように、相互に所定の空間領域を介して離れた状態にある２個の耳部１
０２８は接続棒１０１０から下側に延設され、当該延設位置にて旋回可能な状態にある。
【０５２０】
　耳部１０２８は、Ｕ字型棒支持部１０１２の内側となるように配置されている。
【０５２１】
　その根拠は、耳部１０２８が凹部１０１８と僅かな距離を形成するように下側に延設さ
れており、しかも後側壁部１０２０の前側に配置され、かつ凹部１０１８の各壁部と接触
せずに旋回又は回転することが必要とされていることにある。
【０５２２】
　軸頭棹部材１０３０は、耳部１０２８の下側端の間にて接続されており、連接部材１０
３２（図１０５）は、前記軸頭棹部材１０３０に軸支されている。
【０５２３】
　連接部材１０３２は、上側軸頭区画１０３４、下側軸頭区画１０３６、及び接続区画１
０３５を備えており、当該接続区画１０３５は、上側軸頭区画１０３４を上側としたうえ
で、下側軸頭区画１０３６に接続している。
【０５２４】
　２個の上側軸頭区画１０３４は、同軸状態であって、かつ相互に離れた状態にある筒状
載置部１０３８を備えており、当該載置部１０３８は、軸頭棹部材１０３０によって旋回
可能な状態にて軸支されている。
【０５２５】
　前記軸支において、接続区画１０４０は、前記筒状載置部１０３８を相互に接続すると
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共に、軸頭棹部材１０３０を部分的に囲んだ状態にある。
【０５２６】
　２個の下側軸頭区画１０３６は、同軸状態であって、相互に離れた状態にある筒状載置
部１０４４を備えており、当該載置部１０４４は、接続区画１０４２によって相互に接続
されており、しかも軸頭棹部材１０４６によって旋回可能な状態にて軸支されている。
【０５２７】
　旋回鉤部１０４８（図１０６）は、連接部材１０３２の筒状載置部１０３８の外側にて
軸頭棹部材１０４６の端部上に取り付けられている。
【０５２８】
　各旋回鉤部１０４８は、Ｌ字型鉤部材１０５０を備えており、当該部材１０５０は、接
続腕１０５２及び当該接続腕１０５２の下側端から直交する状態にて延設されている鉤腕
１０５４を有している。
【０５２９】
　鉤腕１０５４は、その前後の両側端において湾曲端部１０５４ａを有している。
【０５３０】
　開口部１０５８を有している第１旋回小耳部１０５６は、接続腕１０５２の上側端に接
続され、鉤腕１０５４の真上に配置されている。
【０５３１】
　第２の作動小耳部１０６０は、第１接続腕１０５２の上側端から後方に延設されており
、しかも軸頭棹部材１０４６の一方端が延設され、かつ貫通している開口部１０６２を有
している。
【０５３２】
　各Ｌ字型鉤部材１０５０は、変形調合上側支持部１０１４における凹部１０１８の底側
壁部１０２６内の溝穴１０６４を貫通して延設されており、その結果、鉤腕１０５４は、
底側壁部１０２６の下側に配置されている。
【０５３３】
　先端軸頭１０６６は、２個の旋回鉤部１０４８における第１旋回小耳部１０５６の開口
部１０５８を貫通して延設されており、先端軸頭１０６６の相向かい合う端部は、変形調
合上側支持部１０１４の前方における半筒状凹部１０６８に配置されている。
【０５３４】
　先端軸頭１０６６が半筒状凹部１０６８内に配置されている場合には、Ｚ字型押付部材
１０１６における相向かい合うアーム１０１６ｂが先端軸頭１０６６の端部にまで延設さ
れており、当該押付部材１０１６の当該先端軸頭１０６６からの逸脱を防止している。
【０５３５】
　コイル状バネ１０６９は、前記支持部１０１４において下方に延設されている側方壁部
１０２４及びＬ字型鉤部材１０５０の間にて先端軸頭１０６６の各端部に捲着しており、
旋回鉤部１０４８に対して前方及び後方に旋回させようとする力に対し、所定位置に留ま
せるように作用する圧力を発揮している。
【０５３６】
　図１０８、１０９及び１１０に示すように、変形調合下側支持部１０７０は、変形調合
上側支持部１０１４における凹部１０１８の底側壁部１０２６内の溝穴１０６４と整列状
態を呈している。
【０５３７】
　その結果、鉤腕１０５４もまた、前記開口部１０７２を貫通して変形調合下側支持部１
０７０の下方まで延設されている。
【０５３８】
　変形調合上側支持部１０１４の下面は、一部筒状凹部１０７４を備えており、当該凹部
１０７４は、開口部１０７２と直角方向に交差しており、かつ当該開口部１０７２は、前
記凹部１０７４と開口部を介して接続している。
【０５３９】



(47) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

　抑制ピン１０７６は、一部筒状凹部１０７４内にて、例えば溶接棒、接着剤、ネジ、下
方支持部材のような適当な媒介手段によって固着されている。
【０５４０】
　変形調合飲料供給装置１００２が施錠段階又は作業段階にある場合には、鉤腕１０５４
は、抑制ピン１０７６と共に旋回し、かつ変形調合上側支持部１０１４を変形調合下側支
持部１０７０に施錠している。
【０５４１】
　コイル状バネ１０６９は、鉤腕１０５４における動揺を防止している。
【０５４２】
　しかしながら、Ｕ字型ハンドル１００６が押圧された場合には、当該ハンドル１００６
は、接続棒１０１０を１００９に示す矢印の方向（図１０３）に旋回させ、耳部１０２８
もまた、同一方向である前方に回転することになる。
【０５４３】
　その結果、連接部材１０３２の上側軸頭区画１０３４もまた、耳部１０２８と共に前方
に旋回するが、その原因は、当該区画１０３４が軸頭棹部材１０３０を介して耳部１０２
８に接続していることにある。
【０５４４】
　このような作動の結果、連接部材１０３２の下側軸頭区画１０３６は、後方に旋回し、
かつ軸頭棹部材１０４６を一体状態にて移動させている。
【０５４５】
　旋回鉤部１０４８における作動小耳部１０６０は、前記軸頭棹部材１０４６上に取り付
けられていることから、前記のように軸頭棹部材１０４６は自らの移動を原因として、第
２の作動小耳部１０６０を後方側に引くように作用し、その結果、先端軸頭１０６６に軸
支されている旋回鉤部１０４８は、コイル状バネ１０６９による弾性力に逆らって旋回し
ている。
【０５４６】
　このような作動を原因として、Ｌ字型鉤部材１０５０は、抑制ピン１０７６から解放さ
れ、その結果、変形調合上側支持部１０１４は、変形調合下側支持部１０７０から上側に
旋回することになる。
【０５４７】
　このような配置状態の下に、調合室機構に対する除去又は挿入を実現することができる
。
【０５４８】
　閉鎖状態の作業の段階では、ハンドル１００６は、下側に押圧され、その結果、変形調
合上側支持部１０１４は下側に旋回し、変形調合下側支持部１０７０に接近することにな
る。
【０５４９】
　この段階では、接続棒１０１０が矢印１００９と反対方向に旋回し、かつ耳部１０２８
もまた、同一方向に沿って後側に回転する。
【０５５０】
　その結果、連接部材１０３２の上側軸頭区画１０３４は、耳部１０２８と共に後側に旋
回するが、その原因は、当該区画１０３４が軸頭棹部材１０３０を介して耳部１０２８に
接続していることにある。
【０５５１】
　このような作動を原因として、連接部材１０３２の下側軸頭区画１０３６が前方に旋回
し、更には軸頭棹部材１０４６もまた一体となって旋回移動を行うことになる。
【０５５２】
　旋回鉤部１０４８の作動小耳部１０６０が前記軸頭棹部材１０４６上に取り付けられて
いることから、前記のように、軸頭棹部材１０４６が旋回移動を行うことによって、第２
作動小耳部１０６０が前方に押されるという効果が発生する。
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【０５５３】
　その結果、先端軸頭１０６６に軸支されている旋回鉤部１０４８はコイル状バネ１０６
９による弾性力に逆らって旋回することになる。
【０５５４】
　変形調合上側支持部１０１４に対する下側への移行を継続している段階では、Ｌ字型鉤
部材１０５０は、抑制ピン１０７６と係合し、その結果、変形調合上側支持部１０１４は
、変形調合下側支持部１０７０と結合している。
【０５５５】
　Ｌ字型鉤部材１０５０が、抑制ピン１０７６の下側にて係合する前に、前方の位置に移
動している段階では、変形調合上側支持部１０１４の後方への移動の継続を原因として、
鉤腕１０５４の湾曲端部１０５４ａは、抑制ピン１０７６上に乗り上げ、鉤腕１０５４は
抑制ピン１０７６を離脱させる状態に至るまで後方に押圧されている。
【０５５６】
　従って、鉤腕１０５４が下側への移行を継続した後には、抑制ピン１０７６との施錠関
係を解消することになる。
【０５５７】
　コイル状バネ１０６９は、一方端において１個の旋回鉤部１０４８と結合するか、又は
他方端において、収容室と結合しており、その結果、コイル状バネ１０６９は、施錠によ
る配置状態の段階では、旋回鉤部１０４８に対し前方に回転させるような回転力を発揮し
ている。
【０５５８】
　従って、ハンドル１００６を上側に回転させた段階では、旋回鉤部１０４８は、コイル
状バネ１０６９による弾性力に逆らって後方に移動し、装置を開口状態とすることになる
。
【０５５９】
　これに対し、ハンドル１００６の上方への移動を解除した段階では、旋回鉤部１０４８
は、前方の位置に向かって回転することになる。
【０５６０】
　従って、閉鎖状態による作動の段階では、旋回鉤部１０４８は、コイル状バネ１０６９
によって前方の位置に向かうように付勢され、鉤腕１０５４の湾曲端部１０５４ａは、抑
制ピン１０７６上に乗り上げ、かつ鉤腕１０５４が抑制ピン１０７６から離脱するに至る
まで、後方への圧力を受けることになる。
【０５６１】
　その結果、鉤腕１０５４の下方における移行状態が継続した次の段階では、コイル状バ
ネ１０６９による弾性力によって鉤腕１０５４は、抑制ピン１０７６との施錠関係を解消
することになる。
【０５６２】
　更には、図１１１－１１６に示すように、変形調合飲料供給装置１００２においては、
ヒンジ部５４４に軸支された状態にて開口する移動可能な調合室機構に代えて、変形され
た移動可能な調合室機構１０８０を採用することができる。
【０５６３】
　前記機構１０８０は、底部側コップ状区画１０８２及び頂部側屋根状被覆区画１０８４
を備えている。
【０５６４】
　これらの区画は、中央における垂直方向軸の周囲にて相互に回転するか又はねじれ状態
を形成すると共に、バヨネット施錠機構１０８６によって、相互に施錠状態を実現するこ
とができる。
【０５６５】
　移動可能な調合室機構１０８０において形成された圧力を考慮するならば、当該機構１
０８０は、前述の旋回鉤部１０４８における通常の施錠システムに加えて、第２の施錠シ
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ステムを実現している。
【０５６６】
　底部側コップ状区画１０８２は、一部切断タイプの球型コップ状体１０８８を備えてお
り、当該コップ状体１０８８は、上側端にて外側に延設されている環状壁部１０９０を備
えており、当該環状壁部１０９０の更なる外側端からは、上側に延設され、かつ環状直立
周囲壁部１０９２が形成されている。
【０５６７】
　環状突起部１０９４は、前記環状壁部１０９０の内側端から上側に延設されており、当
該環状壁部１０９０との間にて、環状凹部１０９６が形成されており、その結果、図６１
に示すゴム製リング５１０と同様のゴム状の遮蔽リングを支持することができる。
【０５６８】
　三等分に配分された環状枠１０９８は、環状直立周囲壁部１０９２から外側に延設され
ている。
【０５６９】
　各環状枠１０９８は、上側アーチ型壁部１１００、側方壁部１１０２、及び外側アーチ
型壁部１１０４を備えている。
【０５７０】
　前記上側アーチ型壁部１１００は、上側端にて、前記環状直立周囲壁部１０９２と同一
平面上に位置しており、前記側方壁部１１０２は、前記底部側コップ状区画１０８２の半
径方向に沿っており、かつ前記上側アーチ型壁部１１００の相互に向かい合う側部にて前
記周囲壁部１０９２の外側面と接続し、前記外側アーチ型壁部１１０４は、前記アーチ型
壁部１１００の外側端及び前記側方壁部１１０２の外側端と接続している。
【０５７１】
　このような配置構成の下に、三等分の状態にて配置されている環状枠１０９８の間に三
等分に配置された開口領域１１０６が形成されている。
【０５７２】
　細長ハンドル１１０８は、前記環状枠１０９８のうちの１個から外側に延設されており
、当該ハンドルは、アーチ型壁部１１００と同一平面を形成している平坦面１１１０を有
している。
【０５７３】
　このようなハンドル１１０８によって、ユーザーは、調合作業の後に、お茶の調合支持
部から移動可能な調合室機構１０８０を除去すると共に、当該機構１０８０を当該支持部
に挿入し、調合作業を開始することもできる。
【０５７４】
　バヨネット施錠機構１０８６は、各開口領域１１０６の下側端において限界縁部１１１
２を備えており、しかも各開口領域１１０６に対し、約１/２の角度範囲に延設されてい
る。
【０５７５】
　限界縁部１１１２は、各開口領域１１０６の間に延設されている環状壁部１０９０と同
一平面にあり、かつ当該壁部１０９０から延長した領域を形成している。
【０５７６】
　上側施錠縁部１１１４は、各開口領域１１０６の上側端に形成されており、かつ限界縁
部１１１２に隣接し、しかも開口領域１１０６の角度範囲に比し、約１／２の角度範囲を
形成している。
【０５７７】
　上側施錠縁部１１１４の上側面は、上側アーチ型壁部１１００と同一平面を形成し、か
つ開口領域１１０６内に延設されている。
【０５７８】
　Ｖ字型突起部１１１６は、各上側施錠縁部１１１４の下端側から延設され、延設側端は
自由であって、他の構成要素に接続していない。
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【０５７９】
　底部側コップ状区画１０８２の他の構成要素は、実質的には、底側コップ状区画５４０
の場合と同一であって、更なる説明については省略する。
【０５８０】
　頂部側屋根状被覆区画１０８４は、屋根状部１１２０を備えており、当該屋根状部１１
２０は、ガラス又はプラスチック製の透明部分的球状区画１１２４によって、上側端が閉
じられている下側筒状区画１１２２を有している。
【０５８１】
　開口部１１２６は、部分的球状区画１１２４の上側中央部に形成されている。
【０５８２】
　環状縁部１１２８は、筒状区画１１２２の下側端から外側に延設されている。
【０５８３】
　直交環状壁部１１３０は、環状縁部１１２８の下側面から下側に延設されており、しか
も下側筒状区画１１２２の下側端よりも大きな径を有している。
【０５８４】
　直交環状壁部１１３０の径は、底部側コップ状区画１０８２と頂部側屋根状被覆区画１
０８４とが相互に嵌合し合う場合に、当該環状壁部１１３０が環状凹部１０９６内の直立
周囲壁部１０９２の領域内に収納されるように設計されている。
【０５８５】
　前記の点に関連し、４個の等角度にて相互に離れた状態にて配分された下方押圧部材１
１３２が直交環状壁部１１３０の内側面に形成されており、かつ環状凹部１０９６に配置
されているゴム状遮蔽部を押圧する機能を発揮している。
【０５８６】
　ハンドル１１３４は、環状縁部１１２８の下側面に位置している直交環状壁部１１３０
の外側面から半径方向に沿って延設されており、平坦下側面１１３６を有している。
【０５８７】
　前記下側面１１３６は、細長ハンドル１１０８の上側平坦面１１１０と相互に面接し合
うことによって、閉鎖された状態にて作動し得る配置状態が形成されている。
【０５８８】
　バヨネット施錠機構１０８６は、更に環状縁部１１２８の外側端から下側に延設されて
おり、かつ３個の等角度に配分された交差凸部１１３８を備えている。
【０５８９】
　交差凸部１１３８は、アーチ型壁部１１４０、下側保持壁部１１４２、止着壁部１１４
４を備えている。
【０５９０】
　前記アーチ型壁部１１４０は、環状縁部１１２８の外側端から下側に延設されており、
前記下側保持壁部１１４２は、前記各アーチ型壁部１１４０の下側端から内側に半径方向
に沿って延設されており、前記止着壁部１１４４は、前記各アーチ型壁部１１４０の一方
側端部から内側に延設され、しかも各下側保持壁部１１４２の一方端からやや上側に配置
されている。
【０５９１】
　頂部側屋根状被覆区画１０８４の他の構成要素は、頂部屋根状被覆区画５４２の構成要
素と実質的に同一であることから、これらの詳細な説明については省略する。
【０５９２】
　かくして、調合作業に際し、変形された移動可能な調合室機構１０８０を閉鎖状態とす
るためには、頂部側屋根状被覆区画１０８４の環状縁部１１２８は、底部側コップ状区画
１０８２のアーチ型壁部１１００上に配置され、その結果、図１１６に示すように、交差
凸部１１３８は、下側の限界縁部１１１２の上側に配置される。
【０５９３】
　次に、頂部側屋根状被覆区画１０８４を底部側コップ状区画１０８２に対し、図１１６
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に示す矢印と反対方向に相対的に回転させることによって、図１１５に示すような配置状
態とすることができる。
【０５９４】
　その結果、各下側保持壁部１１４２は、Ｖ字型突起部１１１６を下側とするような位置
に移動してから下側に落下し、しかも当該突起部１１１６の位置を通過した場合には、当
該突起部１１１６を下から支えることになる。
【０５９５】
　このような配置状態においては、Ｖ字型突起部１１１６は、下側保持壁部１１４２と止
着壁部１１４４との間に確保されることになる。
【０５９６】
　変形された移動可能な調合室機構１０８０を開放状態とするためには、底部側コップ状
区画１０８２及び頂部側屋根状被覆区画１０８４に対し、図１１５及び１１６の方向に沿
った回転と逆方向の回転作業を行うことになる。
【０５９７】
　変形調合飲料供給装置１００２においても、既に説明したように、頂部側屋根状被覆区
画１０８４の部分的球状区画１１２４は、頂部屋根状被覆区画５４２の一部球型区画５７
８の場合と同様に透明であり、しかも半球状屋根状部３８８もまた透明である。
【０５９８】
　従って、図１００において詳細に示すように、２個のＬＥＤ照明機構１１４６が相互に
約９０度の角度を以って相向かい合った状態にて部分的球状区画１１２４の側部に配置さ
れている。
【０５９９】
　前記機構１１４６は、前記区画１１２４を通過するような白色光を照射する白色ＬＥＤ
照明を備えている。
【０６００】
　このような配置状態によって、ユーザーは、移動可能な調合室機構５３８及び１０８０
内において発生している渦流及び攪拌による乱流を目視することができる。
【０６０１】
　第１実施形態において、既に説明したように、変形しないチューブ６５０、第２空気室
筒状部６５８及び空気循環接続部６６８を介して最初に流出する飲用液は、当初の調合作
業の段階では、チューブ６８４、第１電磁弁６８６及びチューブ６８８、Ｔ字型接合部６
９２及びチューブ７００を介して、配水管としての機能を発揮しているＴ字型中空状周囲
壁部２６に供給され、かつ排出されている。
【０６０２】
　然るに、当初の調合作業の段階にて調合が完了していない状態にあるコーヒーのような
飲用液は、大量のカフェインを含有しており、このような飲用液をどのように扱うかは重
要なテーマとならざるを得ない。
【０６０３】
　この点を考慮し、図１１７に示すように、前述の各構成要素に代えて、空気循環接続部
６６８の直交パイプ６７８に一方端を接続しているチューブ１１５０を設置し、調合が完
了していない飲用液を第２の飲用液排出口、具体的には、第２お茶排出口１１５２に供給
し、かつその下側に配置されている飲用液用のコップ、具体的には、お茶用のコップに提
供するような構成も採用可能である。
【０６０４】
　更なる変形形態として、図１１８及び１１９に示すように、更に変形頂部屋根状被覆区
画１１６０を移動可能な調合室機構として採用する構成もまた存在する。
【０６０５】
　このような変形頂部屋根状被覆区画１１６０は、前述の米国特許出願Ｎｏ．１４／１４
０，１８９記載の原理を採用しており、その開示事項を、参考として、以下の通り説明す
る。
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【０６０６】
　上記各図に示すように、コップ状の浮上弁室１１６２は、上側開口部１１６６を囲んだ
状態にある変形頂部屋根状被覆区画１１６０における透明部分的球状区画１１６４の下側
面から延設されている。
【０６０７】
　コップ形状の浮上弁室１１６２は、上側開口部１１６６の真下の位置にて、透明部分的
球状区画１１６４の下側面に確保されている環状側方壁部１１６８及び閉鎖底側壁部１１
７０を備えている。
【０６０８】
　少なくとも２個の小開口部１１７２は、空気を上側開口部１１６６を介して散逸させる
ために環状側方壁部１１６８に配置されている。
【０６０９】
　環状シリコンボール室１１７４は、コップ形状の浮上弁室１１６２の上端と嵌合してい
る。
【０６１０】
　環状シリコンボール室１１７４は、上側開口部１１６６と流動自在である下側開口部１
１７８を有しており、かつ下側に沿って縮小又は拡張している表面１１７６を備えている
。
【０６１１】
　弁ボール１１８０は、コップ形状の浮上弁室１１６２内にて、前記縮小又は拡張した表
面１１７６の真下に配置されている。
【０６１２】
　弁ボール１１８０は、ポリプロピレン又は他の浮上可能な素材によって製造されている
ことが好ましい。
【０６１３】
　弁ボール１１８０は、当初浮上弁室１１６２における閉鎖底側壁部１１７０上に配置さ
れており、その結果、上側開口部１１１６は、外気に対して開放された状態にある。
【０６１４】
　但し、移動可能な調合室機構内にて水面が上昇するに従って、当該機構の上端における
空気は小開口部１１７２及び上側開口部１１６６を介して上側に押圧され、その結果、前
記機構に対する外気又は蒸気の進入を防止し、かつ前記機構内における水を必要な量に設
定することができる。
【０６１５】
　浮上弁室１１６２内において水面が所定のレベルに至った場合には、当該水は、小開口
部１１７２を介して浮上弁室１１６２内に進入しており、その結果、浮上弁ボール１１８
０は、当該水と共に上昇し、下側に沿って縮小又は拡張している表面１１７６と接触状態
に至り、下側開口部１１７８を閉鎖することになる。
【０６１６】
　このような時期においても、加圧された加熱水は移動可能な調合室機構に対する流入を
継続している。
【０６１７】
　前記機構が水によって完全に補充された段階では、前記機構内の圧力は、ポンプの押圧
力と等しい状態に至っている。
【０６１８】
　このように、容器内の圧力が上昇している段階では、当該圧力はお茶の葉から風味を短
時間にて抽出することに寄与している。
【０６１９】
　しかも、前記移動可能な調合室機構が加圧され、しかも加熱水によって完全に補充して
いるというこの段階では、既に第１の実施形態に即して説明したように、お茶の葉に浸漬
した加熱されたお茶が前記機構における底側のコップ状区画を介して、前記機構からの外



(53) JP 6327760 B2 2018.5.23

10

20

30

40

50

側への放流と同等の割合にて新鮮な加熱水が前記機構内に流入している。
【０６２０】
　このような状態によって、所望のお茶を調合することができ、その結果、例えば、１グ
ラス当り８オンス、又は１水差し又はポット当り３２オンスという程度の量にすることが
できる。
【０６２１】
　加圧された加熱水が移動可能な調合室機構内に進入することを終了した場合であっても
、加熱水の浸漬を原因とするお茶は、前記機構からの排出を継続している。
【０６２２】
　前記移動可能な調合室機構内の水面が弁ボール１１８０のレベルよりも下側に至った場
合には、弁ボール１１８０の浮上位置は低下し、更には閉鎖底側壁部１１７０上に配置さ
れ、その結果、上側開口部１１６６は外気に対して開放しているが、そのような開放状態
は、残留した水の浸漬によるお茶が重力の作用によって前記機構から排出されることに寄
与することになる。
【０６２３】
　各移動可能な調合室機構における頂部の屋根状被覆区画の上側の開口部５８４及び１１
２６において、更なる変形による選択として、より小さい設計をすることによって、当該
機構から散逸する空気の比率を限定することが可能であり、その結果、調合作業における
圧力を増加させることができる。
【０６２４】
　集約するならば、本発明は、コーヒーの調合に首尾よく使用することができる。
【０６２５】
　但し、コーヒー豆の硬度は千差万別であって、この点においてお茶の葉と相違している
。
【０６２６】
　このため、コーヒーの調合の場合には、移動可能な調合室機構５３８又は１００２にお
ける底側のコップ状区画の噴射開口部５７０を多数採用することから、そのサイズを小さ
く設計しなければならない。
【０６２７】
　このような設計変更によって、前記機構に流入する飲用液の攪拌の程度及び圧力が減少
し、かつ速度も小さい状態と化すが、圧力を増加することができる本発明は、上記設計変
更に十分適合することができる。
【０６２８】
　添付する図面に即して、本発明の好ましい実施形態を明らかにしたが、本発明は、これ
らの実施形態に限定される訳ではなく、当業者においては、後述する特許請求の範囲によ
って定義された発明の技術的範囲又は基本的技術思想の範囲内にて様々な変形及び修正に
よる構成を採用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０６２９】
　このように、本発明に係る既存のＫＥＵＲＩＧによる装置において、既存のＫ－ＣＵＰ
の容器の技術的問題点を十分克服したうえで、効率的に飲用物の素材から風味を抽出する
ことが可能であって、その利用価値は絶大である。
【符号の説明】
【０６３０】
 2　調合飲料供給装置　
 4　水タンク　
 6　調合機構　
 8　収容室　
10　前側基台　
12　Ｔ字型の基礎部　
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14　Ｔ字型のスチール板　 
14a　板状主脚部　 
14b　中央脚部　 
16　コップ状吸着脚部　
18　開口部　 
20　球状に膨らんだ端部　 
22　環状溝　 
24　アーチ型の対面吸着部　
26　Ｔ字型中空状周囲壁部　 
27　筒状隆起壁部　 
28　側方壁部　
29　中央突起状開口部　
30　上側壁部　
31　矩形状凹部領域　
32　端部における水タンク支持部　 
34　中央水ポンプ及びヒータサポート　 
36　末端における空気ポンプ支持部　 
38　チューブに対する連結状態による支持部　 
40　コップに対する平坦状の支持部　
42　突起　
44　突出開口部　 
46　ネジ　
48　開口部　
50　乳首状の結合部　 
52　アーチ型の案内壁部　 
54　開口部　 
56　環状案内壁部　 
58　突起　 
59　突出開口部　 
60　水タンク接続部　 
62　環状側方壁部　 
64　底側壁部　 
66　中央の隆起状区画　 
68　中央の円筒状凹部　 
70　環状凹部　 
72　突起部　 
74　開口部　
76　開口部　
78　外側に向かって伸長している乳首状の結合部　
80　外側に向かって伸長している乳首状の結合部　
82　突起部　 
84　開口部　
86　弁駆動部　 
88　環状壁部　 
90　円形の底側壁部　 
92　小開口部　
94　弁駆動部突起部　 
100　水タンク周壁部　
102　側方壁部　 
104　底側閉鎖部　 
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106　除去可能な被覆部　
108　側方壁部　 
110　上側壁部　 
112　周辺口部　 
114　中央開口部　 
116　環状の弁支持突起　 
120　タンク弁　
122　環状底側リング　 
124　半径方向に延設されている壁部　 
126　中央支柱　 
128　中間環状ディスク　 
130　半径方向に沿った延設壁部　 
132　下側区画　 
134　上側区画　 
136　四分割された開口部　 
138　上側環状ディスク　 
140　直径が縮小した状態にある頸部　 
142　環状凹部　 
144　ガスケットリング　
146　コイル状バネ　
148　タンク注入リング　 
150　上側環状壁部　 
152　中央開口部　 
154　傾斜状環状壁部　 
156　外側環状側壁部　 
158　内側環状側壁部　 
160　環状凹部　
162　支持テーブル　
164　矩形テーブル頂部　
166　支持脚部　 
168　円形突起部　 
170　開口部　 
172　水ポンプ　 
174　注入パイプ　 
176　変形可能なチューブ　 
178　流出パイプ　 
179　配管　
180　片側方向弁体　 
181　注入口　
182　第１ブラケット　 
184　第２ブラケット　 
186　流出口　 
188　迂回乳首状結合部　 
190　変形可能なチューブ　 
192　水ヒータ　 
194　注入口　 
196　変形可能なチューブ　 
198　流出口　 
200　変形可能なチューブ 
202　Ｔ字型の接続部　 
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204　変形可能なチューブ 
206　空気ポンプ　
207　調合支持機構　
208　調合下側支持部　
210　上側壁部　 
212　湾曲前側端　
214　短い側方壁部 
216　矩形状の切除区画　 
218　環状開口部　 
220　垂直下方延設案内壁部  
222　内側に延設されている円形棚状部　 
224　下側延設案内壁部　 
226　凹部区画　 
228　下側凹状壁部　 
230　突出開口部　 
232　案内開口部　
234　矩形状の凹部区画　 
235　耳部　
236　矩形状の切除区画　 
237　軸方向整列開口部　
238　側方壁部　 
240　底側壁部　 
242　保持壁部　 
244　細長状開口部　 
246　壁部　 
248　案内ポケット　 
250　筒状突起　 
252　突出上側開口部　 
254　コーナー棚状部　 
256　突出上側開口部　 
258　開口部　 
260　筒状突起　 
262　階段状貫通開口部　
264　施錠機構　 
266　押圧ボタン機構　 
268　施錠板　 
270　平行脚部　
272　接合脚部　 
274　中央の二分割された施錠脚部　 
276　上側傾斜面　 
278　バネ受け脚部　
280　コイル状バネ　 
282　押圧ボタン　 
284　保持壁部　 
286　収納被覆板　 
288　開口部　
290　鉤支持部　 
292　上側連結板　
294　開口部　 
296　施錠板　 
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298　施錠開口部　
300　下側被覆部　 
302　上側壁部　 
304　湾曲前方端　 
306　狭幅の側方壁部　 
308　矩形状切除区画　 
310　円形開口部　 
312　突起　 
314　細長状開口部　 
316　調合上側支持部　
318　下側壁部　 
320　湾曲前方端部　 
322　上側に狭幅状態にて延設されている側方壁部　 
324　湾曲把持ハンドル　 
326　円形開口部　 
328　垂直上側方向延設壁部　 
330　内側に延設された上側環状棚状部　 
332　円形開口部　
333　直交開口区画　
334　後方開口区画　 
336　後側島状区画　 
338　前側区画　 
340　凹状区画　 
342　小開口部　 
344　中央の後側凹状区画　 
346　小開口部　 
348　突起　 
350　開口部　 
351　突起　
352　細長状開口部　 
353　突出開口部　
354　耳部　 
356　開口部　 
358　小耳部　 
360　直交開口部　 
362　回転軸　
364　第１交差腕　 
366　軸ピン　 
368　第２交差腕　
369　軸ピン　 
370　第３交差腕　 
371　軸ピン　 
372　コイル状引張バネ　 
374　突起部　 
376　開口部　 
378　前側被覆部　
380　上側壁部　 
382　湾曲前側端　 
384　上側方向に湾曲した後側矩形状壁部　 
386　中央開口部　 
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388　透明な半球状屋根状部　 
390　突出状態を呈している下側環状部分　 
392　矩形状小開口部　 
393　Ｔ字型開口部　 
394　狭幅矩形状壁部　 
396　耳状壁部　　 
398　側方壁部　 
400　矩形状切除区画　 
402　階段状突起　 
404　突出開口部　 
406　お茶調合支持部　
408　部分的球形状である基礎壁部　 
410　環状棚状部　 
412　環状案内壁部　
413　環状溝部　 
414　結合耳部　 
416　開口部　 
418　案内壁部　
419　Ｌ字型凹部　
420　水注入開口部　 
422　チューブ止着接続部　 
424　チューブ　 
426　注入口　
428　Ｔ字型注入連結部材　 
430　第１流出突起　
432　第２流出口　 
434　結合耳部　 
436　開口部　 
438　ネジ　 
440　突出開口部　 
442　突起　 
444　変形自在のチューブ　 
446　注入口　 
448　注入接合部　 
450　排出突起　 
452　結合耳部　 
454　開口部　 
456　ネジ　 
458　円形開口部　 
460　環状壁部　 
462　内側延設棚状部　 
464　環状壁部　 
466　底側壁部　
468　薄型凹部区画　 
470　アーチ型凹部　 
472　小開口部　 
474　チューブ止着接続部　 
476　突起　 
478　突出開口部　
480　お茶の葉支持リング　 
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482　環状頂部側方壁部　　 
484　環状案内壁部　 
486　環状肩部　 
488　環状案内壁部　 
490　網状お茶流出機構　 
492　流量制御円盤　
494　環状外側壁部　 
496　環状溝　 
498　環状底側壁部　 
500　中央の円形凹領域　 
502　小開口部　
504　隆起した環状棚状部　 
506　環状肩部　 
508　横枠　 
510　ゴム製リング　　 
512　円形網状遮蔽部　 
514　小網状開口部　 
516　閉鎖板　 
518　環状リング板　 
520　横枠　 
522　四等分された開口部　 
524　注入接合部　 
526　下側筒状体　 
528　外側円周溝　 
530　縮小径状の上側筒状体　 
532　円錐台区画部　 
534　貫通穴　 
536　貫通穴　 
538　移動可能な調合室機構　 
540　底側コップ状区画　 
542　頂部屋根状被覆区画　 
544　ヒンジ部　 
546　一部切断タイプの球型コップ状体　 
548　外側環状棚状部　 
550　内側環状棚状部　 
552　ヒンジ関節部　 
554　貫通開口部　 
556　大中央排出開口部　 
558　環状底側壁部　 
560　閉鎖板　 
562　環状リング板　 
564　横枠板　 
566　四等分された開口部　
567　環状肩部　
568　Ｌ字型案内壁部　
570　噴射開口部　
571　点　
572　細長ハンドル　
574　透明屋根状部　 
576　下側筒状区画　 
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578　一部球型区画　 
580　開口部　 
582　環状壁部　 
584　更なる小型開口部　 
586　傾斜環状壁部　 
588　環状スカート部　
589　更なる大型開口部　 
590　環状肩部　 
592　環状棚状部　 
594　環状溝部　 
596　短ハンドル　 
598　関節部　 
600　整列開口部　 
602　ピン　
603　Ｏリング　
604　タンク被覆リング　 
606　外側環状壁部　 
608　環状凸部　 
610　内向環状頂部壁部　 
612　注入開口部　 
614　内側環状案内壁部　　 
616　更なる小型開口部　 
618　タンク被覆遮蔽部　 
620　上側環状壁部　 
622　下側環状壁部　 
624　中央環状接合壁部　 
626　四等角度配分横枠　 
628　四等分開口部　 
630　環状結合板　
632　上側傾斜面　
634　下側湾曲面  
636　閉鎖板　 
638　流出頭部　 
640　筒状上側区画　 
642　円錐台型下側区画　 
644　中央軸状空洞部　 
646　開口部　 
648　側方開口部　 
650　変形しないチューブ　 
652　送風回転機構　 
654　第１結合筒状部　 
656　中央軸状開口部　 
658　第２空気室筒状部　
660　中央軸状開口部　 
662　直交パイプ　 
664　軸状開口部　
666　側方開口部　 
668　空気循環接続部　 
670　第１結合筒状部　 
672　中央軸状開口部　 
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674　第２空気室接続筒状部　 
676　中央軸状開口部　 
678　直交パイプ　 
680　中央軸状開口部　 
682　側方切除部　
684　チューブ　 
686　第１電磁弁　 
688　チューブ　
690　流入口　 
692　Ｔ字型接合部　 
694　上側流出口　 
696　チューブ　 
698　下側流出口　 
700　チューブ　 
702　マイクロプロセッサー　 
704　後側パネル　
706　流出接合部　 
708　流入区画　 
710　接続翼状部　 
712　開口部　 
714　中央突起　 
716　軸状開口部　 
718　流出区画　 
720　流出穴　 
722　変形可能なチューブ　 
724　第２電磁弁　 
726　チューブ　 
728　排出接合部　
730　流出区画　 
732　接続翼状部　 
734　開口部　 
736　中央突起　 
738　軸状排出開口部　 
740　流入区画　 
742　流入穴　 
744　流出被覆部　 
746　下側開口部　 
748　円錐台型コップ状壁部　 
750　環状底側壁部　 
752　中央開口部　 
754　受け台　 
756　穴　 
758　突起部　 
760　突出開口部　 
761　支持翼状部 
762　隆起型中空状基台　
764　開口部　 
766　突出開口部　 
768　突起部　
770　突出開口部
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772　突起　
774　送風器
776　テーパ状送風器導入接合部　 
778　映像表示部　 
780　開口部　
782　制御用把手又はボタン　 
784　開口部　
786　回動型施錠機構　 
788　突起部　 
790　アーチ型の溝部　 
792　突起部　 
794　ピン　 
796　施錠ハンドル　 
798　Ｕ字型ワイヤー留金　 
800　自由端　
900　噴霧器　
1002　変形調合飲料供給装置　 
1004　旋回ハンドル機構　 
1006　Ｕ字型ハンドル　
1008　面接状自由端　 
1009　矢印　
1010　接続棒　 
1111　ネジ　
1012　Ｕ字型棒支持部　 
1014　変形調合用上側支持部　 
1016　Ｚ字型押付部材　 
1016a アーム　
1017　耳部　 
1018　下側延長凹部　 
1020　下側延設後側壁部　 
1022　下側延設前側壁部　 
1024　下側延設側方壁部　 
1026　底側壁部　 
1028　耳部　 
1030　軸頭棹部材　
1032　連設部材　 
1034　上側軸頭区画　 
1035　接続区画　 
1036　下側軸頭区画　 
1038　筒状載置部　 
1040　接続区画　 
1042　接続区画　
1044　筒状載置部　 
1046　軸頭棹部材　 
1048　旋回鉤部　
1050　Ｌ字型鉤部材　 
1052　第１接続腕　 
1054　鉤腕　
1054a 湾曲端部　 
1056　旋回小耳部　 
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1058　開口部　 
1060　作動小耳部　 
1062　開口部　 
1064　溝穴　
1066　先端軸頭　 
1068　半筒状凹部　 
1069　コイル状バネ　
1070　変形調合下側支持部　
1072　開口部　 
1074　一部筒状型の凹部　 
1074　抑制ピン　 
1080　変形された移動可能な調合室機構 
1082　底部側コップ状区画　
1084　頂部側屋根状被覆区画　 
1086　バヨネット施錠機構　 
1088　一部切断タイプの球型コップ状体  
1090　環状壁部　 
1092　環状直立周囲壁部　
1094　環状突起部　 
1096　環状凹部　 
1098　環状枠　 
1100　上側アーチ型壁部　 
1102　半径方向側方壁部　 
1104　外側アーチ型壁部　 
1106　開口領域　 
1108　細長ハンドル　 
1110　上側平坦面　 
1112　限界縁部　 
1114　上側施錠縁部　 
1116　Ｖ字型突起部　 
1120　屋根状部　 
1122　下側筒状区画　 
1124　透明部分的球状区画　 
1126　開口部　 
1128　環状縁部 
1130　直交環状壁部 
1132　下方押圧部材 
1134　ハンドル　
1136　平坦下側面 
1138　交差凸部　 
1140　下側延設アーチ型壁部　 
1142　下側保持壁部 
1144　止着壁部　 
1146　ＬＥＤ照明機構　 
1148　ＬＥＤ照明　
1150　チューブ　
1152　第２お茶排出口　 
1160　変形頂部屋根状被覆区画　
1162　コップ状浮上弁室　 
1164　透明部分的球状区画　 
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1166　上側開口部　 
1168　環状側方壁部　 
1170　閉鎖底側壁部 
1172　小開口部　 
1174　環状シリコンボール室　 
1176　下側に沿って縮小又は拡張している表面　 
1178　下側開口部
1180　弁ボール
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